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右
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－
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－
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検
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－
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狭
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－
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確
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／
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－
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－
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蒋
セ
ラ
レ
タ
U
Y

毛
f

－
一
シ
ア
、
印
チ
血
液
ニ
比
シ
ア
脂
肪
合
有
量
甚
シ
ク
少
キ
ガ
故
－
一
、
出
－
0
2・
氏
ノ
標
準
液
（
五
耗
中

ニ
油
酸
二
砥
）
ア
屯
稀
稗
セ
ザ
Y
ぺ
カ
ラ
ズ
。
卸
チ
腎
臓
片
／
重
量
一
克
－
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＝
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検
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ヲ
結
紫
ス

Y
時

三

腎
質
質
細
胞
中
ニ
脂
肪
ガ
新
タ
ニ
出
現
ス
w
y

ニ
至
y
r
t
ノ

ニ
シ
ア
、
結
染
後
七
十
二
時
間
位
マ
デ
ハ
漸
究
脂
肪
量
ガ
増
加
ジ
行
ク
モ
／
ナ
ソ
ト
信
ズ。

第
三
章

刷
出
シ
タ
ル
－
側
腎
臓
ヲ
同
一
一
動
物
ノ
腹
腔
内
Z
牧
メ
テ
其
億
時
間
ヲ
経
過
セ
シ
メ
タ
ル
場
合

第
参
品
位

，...、
原

著
』」

中葉

悶

一
九
九

（
第
六机
競

一
九
九
）



第
品
少
品
世

著

回

様

F『

原

ニ
O
O

（晴
滑
な
貌

ニ
O
O
〉

手
術
A

軍－
7
無
菌
的
外
科
手
術
－
一
則
リ
開
腹
ス
。
左
側
腎
臓
ノ
動
脈
ト
静
脈
ト
ヲ
同
時
－
一
摘
ミ
タ
Y
後
、腎
臓
ヲ
射
出
シ
、
腹
膜
欠
損
部
ヲ

町
臨
T

－
一
縫
合
ジ
ア
、
後
腹
壁
脂
肪
組
織
ノ
裸
出
、
又
A

淋
巴
ノ
漏
出
ヲ
防
ギ
置
キ
、
刻
出
セ
M
F

腎
臓
ノ
脂
肪
嚢
ヲ
静
カ
ニ
除
去
シ

、
掴
ミ

タグ’

血
管
二
宵
門
ノ
奥
深
キ
部
分
一
一
－
プ
結
禁
ジ
、
無
関
的
一
一
秤
量
シ
ア
、
再
ピ
腹
腔
－
一
一
収
メ
、
腹
壁
ヲ
閉
グ。

実
験
第
八
、
手
術
後
四
＋
八
時
間
、
殺
υ

腹
腔
内
ノ
左
側
腎
臓
A

骨
盤
入
口
／
上
ユ
一
於
－
プ
周
間
ヨ
リ
腸
管
－
一
包
マ
レ
ア
存
在
シ
、
後
者
ト
A

多
量
ノ
繊
維
素
状
翠
片
ヲ
介
ジ
ア
粘
着
ス

腎
臓
A

原
形
ヲ
保
存
セ

Y

ヱ
相
々
腫
大
セ

y
（
手
術
前
七
・
一
五
一先
、
現
在
八
・
九
六
克
）
。
外
観
A

第
二
章
ノ
貫
駿
－
一
於
ケ
Y
ト
相
近
ク
、

唯
、
表
面
ガ
袈
片
附
着
ノ
潟
メ
ニ
粗
ト
ナ
レ

Y
ノ
ミ
。
断
面
A

之

－一
反
ジ
ア
赤
味
ア
失
ヒ
、
硲
血
等
A

勿
論
無
ク
、
水
腫
様
ア
呈
ス
。
周
閣
ヨ

w
y
侵
入
セ

Y
白
色
暦
A

第

一
章
貫
験
－
一
於
ケ
Y
ト
同
様

－
一
存
在
ス

Y

モ
厚
＋
ノ
一
粍
ヲ
超
エ
ズ
。

右
側
ノ
封
照
的
腎
臓
－
一
A

著
麗
無
γ
。

組
織
標
本
用
断
片
ヲ
ト

y
、
残
部
－
一
ア
K
液
ヲ
作
Y

コ
ト
前
ト
同
ジ
。

ω川、

E
液
綿
脂
含
量
ノ
血
清
畢
的
比
較
（
S
R
R
量）

結
果
A

第
一
八
表
－
一
一
括
セ
ラ
レ
タ
リ
。

第

一

八

表

左

有

限
百
株
脂
含
量
ノ
血
清
接
的
比
校
（
S
R
R
盆
、
安
験
第
八
）

一

左

液
一

0
・一一一一

0
・六

一

0
・
丸
一

単

位

一

0
・
一
五

0
・一

一点一

0
・一五
一

球

量

一

二

一

九

一

二
O
一

和

一

K 手桶

惚

同 1 竣

留

血
総l

コ台

聖子

（
健
側
）

重苦

照

腎

0 

1¥ I三一
八｜ー干王

I o 

iニ会
I 0 0 

一五

0 0 

｜ 二．え
JILJ 五

0 一
六五

! 0 -

ー ！一一五
三二Io ::i,: 

1 左

io O 五

i ? 
I - .'II. 0 

0 

i六五

一
・
五

。



同

一円

分

比

一O
O

，、。

山
内
、

E
液
組
側
脂
含
量
ノ
化
畢
的
比
較

測
定
結
果
A

第
一
九
点
ニ

一市
サ
レ
タ

y
。

ω、
組
織
血
事
的
所
見

組
織
標
本
ヲ
鵡
Y

ニ
其
所
見
A

第
二
章
ノ
寅
験
第
二
第
三
等
－
一
甚
グ
近
キ
コ
ト
ヲ
知
y
。
即
チ
核
ノ
染
色
状
態
ヨ

y
、
外
線
被
膜
下
細
胞
－
一

現
A

V

h
7
Y
脂
肪
球
ノ
状
態
、
及
ピ
周
回
ヨ
リ
ノ
選
定
細
胞
ノ
侵
入
セ
Y

像
一
一
至
Y

マ
デ
、
金
ク
同

一ノ
所
見
－
一
ジ
ア
、
唯
ダ
業
程
度
A

殆
ド
第

、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

二
、
第
三
賀
験
ノ
中
間
－
一
－
相
営
ス
y
d
N

加
キ
ヲ
認
ム
。
但
ジ
皮
質
深
部
一
一
A

定
型
的
ノ
脂
肪
球
ヲ
讃
明
シ
得
ザ
リ
キ
。

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

要
ス

Y

ニ
本
章
賓
験
ノ
結
果
A

第
二
章
－一一於ケ
Y
ト
甚
グ
相
近
キ

モ
ノ
ト
ナ
レ
リ
ノ
、
唯
グ
組
織
標
本
ニ
－
Y

皮
質
深
部
－
一
脂
肪
ノ
現
A

レ
ザ

、
、
、
‘
、
、
、
、
、

yhv
差
ア

Y
ノ
ミ
ナ
リ
ノ
。

平第第第第 i
第

定
右
眠
H

総
脂
合
金
ノ
ル
品
開
山
イ
的
比
較
（
由
貿
験
第
八
〉

一
九
表

左

右

腎

〈
抽
出
側
〉

腎

凶

0
・0
二
間
二
%

0
・0
0
三八
%

0
・0
0
一一一八%

回

0
・0
二
間
五

μ

0
・o
o
－－ヘ
ゲバ

回

0
・O
J
一
問
。
%

0
・0
0
一日一八%

凶三

回

0
・0
二
三
八
%

均
（
及
ビ
百
分
比
）

0
・0
0
一一一八%（
一
O
O）

0
・0
二問一

%
（
六
三
凶
〉

第
四
章

刷
出
セ
ル
一
側
腎
臓
ヲ
「
セ
ル
ロ
2
1
F
」
製
一薄
膜
Z
テ
厳
封
シ
再
ピ
腹
腔
内
目
立
恨
メ
タ
ル
場
合

第参品位

（第
円札披

二
O
一一）

F「
原

著
'-' 

＋黄

岡

。



第
品
世
品
晴

F『

原

ヨE
lo...j 

横

問

二
O
ニ

（第
去
就

二
O
二
〉

此
賞
験
A

最
初
通
常
ノ
外
科
手
術
ニ
準
ジ
ア
行
ヒ
シ
－
一
、
菌
芽
ノ
侵
入
セ
ジ
魚
メ
ニ
失
敗
セ

9
0
通
常
無
菌
的
ナ
リ
ト
考
へ

－プ

y
y
手
術
操

作
ニ
－
ア
ミ
常
－
一
多
少
ノ
商
芽
／
侵
入
ヲ
免
レ
ザ
Y

モ
、
健
常
ノ
生
活
組
織
－
一
ア
つ
菌
λ

自
然
一
一
撲
滅
セ

ク
uy

、
ガ
故
－
一
、
其
影
響
ヲ
受
グ

y
コ
ト
無
シ
。
之
ニ
反
シ
－ア
本
章
並
一
一
第
五
章
－
一
記
述
セ
M
Y

ガ
如
キ
貰
駿
一
一
際
シ
ア
A

可
検
腎
臓
A

、
理
想
的
／
培
養
基
ト
ナ
Y
誇

ニ
ジ
ア
特

ヘ，
ザ

ペd

円
以

「
J

「
d

門
｝

門
〉

ニ
一
給
動
無
面
的
操
作
ヲ
要
ジ
、
而
モ
断
ジ
ア
殺
蘭
的
ナ
Y
ペ
カ
ラ
ザ
Y
A
勿
論
ナ

y
。

此
ノ
如
キ
些
小
事
ヲ
敢
－ア
賛
言
ス

Y
所
以
A

、
此
極
ノ
研
究
－
一
闘
ス
M
Y

従
来
ノ
文
献
ヲ
閲
ス

Y

－一
、
其
操
作
極
メ
ア
不
完
全
ナ

y
シ
ヲ
推
定

シ
タ
Y
ガ
故
ニ
ジ
ア
、
且
ッ
衣
章
ノ
質
験
－
一
一
於
－
プ
腎
組
織
ヲ
生
理
的
食
臨
水
中
ニ
保
祖
貯
蔵
ジ
タ
M

戸
時
従
来
ノ
諸
撃
者
A

之
ヨ

y
軍

－
一
－
細
菌
培

養
ヲ
ナ
ジ
ア
培
養
結
果
ガ
陰
性
ナ
Y

モ
ノ
ヲ
何
等
／
顧
慮
ナ
ク
軍
－
一
無
菌
ナ
ソ
ト
セ

Y
モ
、
余
A

其
場
合
－
一
モ
一
数
日
乃
歪
第
十
日
後
－
一
、
或
A

甚
ジ
キ
腐
敗
ヲ
来
セ
ジ
毛
ノ
或
A
腐
敗
セ
ザ
Y
モ
十
数
日
後
雑
蘭
ノ
徐
々
ニ
脅
育
ジ
来
Y

モ
ノ
等
ヲ
見
．何
蕗

マ
デ
ガ
異
ノ
自
家
融
解
ナ
Y
カ

ヲ
判
断
γ
得
ザ
Y
場
合
ア

y
ジ
ガ
故
ナ

y
J
叉
有
菌
的
叉
A
殺
菌
的
－
一
置
カ

レ
タ
Y
組
織
ノ
麓
化
ガ
極
メ
ア
複
雑
ナ
Y
ペ
キ

A
読
明
（
同
¢
明
白

戸
雲
山
了
間
三
一
』
子
一
土
一
内｝向島
J
F
な
Y
E
P
－P
）
ヲ
竣
ツ

マ
デ
予
無
ク
推
考
U
J

得
M
Y

コ
ト
ナ
η
ノ
。
故
ニ
是
非
共
絡
調
無
菌
的
二
貫
験
ヲ
遂
行
セ
ず
Y
J
t

カ
ク
ザ
U
Y

モ
ノ
テ

9
0

手
術
室
ヲ
洗
ヒ
ア
塵
波
ヲ
除
キ
タ

Y
後
、
十
二
時
間
以
上
密
閉
シ
置
キ
、
動
物
ヲ
隣
接
セ

Y
準
備
室
－
一

－プ手
術
牽
上
へ
固
定
シ
、
除
毛
、
皮

膚
消
毒
ヲ
終
ヘ
タ
Y
後
、
静
カ
ニ
手
術
室
内
二
連
ピ
、
術
者
及
介
助
者
モ
勿
論
、
隣
室
－
一
ア
準
備
ジ
手
ノ
消
毒
及
ピ
仮
面
、
手
術
衣
ノ
着
用
等

ヲ
鴻
シ
、
裸
足
一
一
，
プ
入
室
シ
、
皮
切
A

原
則
ト
シ
ア

H
d
f
HO－
－
ロ
氏
焼
灼
器
ヲ
以
ア
遂
行
ジ
、
無
菌
的
敷
布
ヲ
A
1
焼
キ
タ
Y
創
口
二
縁
ヲ
カ
ケ

ア
固
定
シ
、
術
者
A

更
ニ
滅
菌
セ

Y
「
ゴ
ム
」
手
袋
ヲ
穿
チ
ア
、
後
チ
初
メ
ア
腹
腔
ヲ
開
ク
。

腎
刻
出
ニ
閥
ジ
ア
A

前
章
－
一
過
ペ
タ
M
Y

ト
同
ジ
グ
シ
、
「
セ

Y
ロ
イ
ド
L
膜
λ

之
ヲ
二
十
分
間
煮
沸
消
毒
し
V

タ
U
F

モ
ノ
ニ
、
減
蘭
生
理
的
食
盤

水
ヲ
注
ギ
、
コ
レ
ニ
ア
腎
臓
ヲ
包
ミ
ア
括
9
、
再
ピ
腹
腔
一
一
牧
メ
ア
腹
壁
ヲ
閉
グ
。
手
術
ヲ
迅
速
ナ
ラ

ジ
メ

ム
ト
ジ
ア
腎
臓
ノ
秤
量
ヲ
行
A

ザ

柑
ノ
キ
。

賓
駿
第
九
、
手
術
後
二
＋
四
時
間
、
殺
。



腸
管
A

異
物
タ

y
「セ
M
Y

ロ
イ
ド
」
球
ノ
周
闇
－
一
集
マ

2
プ
一
塊
ト
ナ

9
、
多
少
ノ
繊
維
素
性
紫
片
ア
介
ジ

ア
腹
着
ス
レ
ド
モ
、

容
易
ニ
此
等

ヲ
剥
離
ス
w
y

コ
ト
ヲ
符
タ
叩
ノ
。
「
セ

Y
ロ
イ
ド
」
包
／
外
ヲ
清
拭
ジ
、
蒸
潟
水
－
一
ア
洗
ヒ
拭
ヒ
タ

Y
後
、
之
ヲ
開
キ
見
Y

－
一
、
内
容
A

僅
カ
ニ
一
個

濁
セ
U
Y

黄
褐
色
ノ
液
敷
満
ト
、
手
術
常
時
ノ
形
ヲ
其
偉
有
セ

Y
腎
臓
ト
ナ
η
ノ
。
後
者
A

表
面
幾
分
光
部
ヲ
失
ヒ
、
暗
褐
色
ニ
ジ
ァ
、
割
面
モ

一
様
－
一
暗
禍
色
、
腎
孟
／
内
面
A

平
滑
ナ

y
。

健
側
腎
二
削
手
術
ノ
際
ト
鍾
9
無
シ
。
之
ヲ
刻
出
γ
、
脂
肪
嚢
ヲ
除
キ
、
南
側
ヨ

y
y
レ
ゾ
レ
組
織
標
本
断
片
ヲ
ト
リ
ノ
、
腎
門
部
A

切
除
セ

ズ
シ
ア
K
液
ヲ
製
ス
。
左
腎
K
液
製
造
－
一
A

「セ

Y

ロ
イ
ド
」
膜
内
－
一
浸
出
セ
ジ
液
ア
モ
洗
ヒ
ア
之
－
一
加
ァ
。

ω明
、

K
液
崎
町
脂
含
量
ノ
血
清
華
的
比
較
（
S
R
R
量）

結
果
A

第
二

O
表
－
一
示
サ
レ
タ

y
。

定

結
果

第｜；

第

二

O
表

K 補

惚

ff! 

主主

血

王求

留

同

線

同

刷
、
組
織
肇
的
所
見

第
多
品
世

「、
原

回

著
、」

キ長

一 l 0 
二穴 ｜二 二

0 四！ 八 ~r.: 』一一

一
・
五

。
一五

0 0 

－ ノ、
（＋）況。。

二九
四五

0 ー

｜七荒

_ I 0 --

0 ニ 1 二 五：
0 0 I八 五

l 左

右

腎

（
健
側
）

。

二
O

＝一

（第由
一弘
波

ニ
O
三
）

撃す

照。



回

一

回

一

回

一

世
知
参
島
信

第2誇第平！
均
（
百

F吋

原

二
O
例
）

着
』J

問

ニ
O
閥

（第
伝
説

様

第
二
－

表

定
有
野
総
脂
含
量
ノ
化
良
平
的
比
較
（
貧
験
第
九
）

1五

腎

右

腎

〈
健
側
）

0
・0
一
九
二
%

0
・0
0
四
O

M
N

0
・
0
一
九
O
，%

0
・0
0
凶
二
%

0
・0
一
九
O

M
N

0
・0
0
凶

O
μ

分

0
・0
一
九
一

%
（
凶
穴
五
）

0
・0
0
則
一
%
（
－
O
O）

上七、、J

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
般
細
胞
ノ
状
態
A

賓
験
第
一
ノ
ソ
レ
－
一
似
ア
、
愛
化
ノ
度
A

Y

レ
ヨ
η
ノ
モ
強
ジ
。
今
マ
デ
（
第
二
章
、

第
三
章
）
二
一
刷
タ
Y
Jガ
如
キ
遊
－
定
細

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

胞
ノ
侵
入
セ
w
y

像
A

全
然
無
カ

9
キ。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
ズ
グ
ン
」
直
及
ピ
「
オ

ス
ミ
ヲ

ム
」
酸
染
色
ヲ
見
Y

ニ
、
本
貫
験
－
一

モ
猶
ホ
第
二
及
ピ
第
三
章
－
一
於
ケ
Y
ト
同
ジ
ク
、
周
縁
（
繊
維
被
膜
ニ
内

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

。
。
。

、
、
、

接
ス
Y
）
細
胞
内
二
幣
然
ト
現
A

レ
h
p
y

脂
肪
球
ヲ
認
ム
。
但
ジ
其
数
A

質
験
第

一
ノ
ソ
レ

ニ
比
uv

二
プ
著
シ
ク
少
U
J

、
皮
質
深
部

－
二
現
A

レ

ザ
w
y

コ
ト
前
章
一
一
於
ケ
Y

ト
問
ジ
。
但
ジ
此
部

一一於
－
ア
細
胞
慌
全
部
グ
漠
然
ト
「
オ

ス
ミ
ウ
ノ
ム
L
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シ
－
ア
一
致
セ

ザ
Y
貼
A
九
十
六
時
間
後
ノ
総
脂
量
測
定
ノ
比
較
結
果
一
一
ア

y
、
印
チ
血
清
皐
的
検
査
py

曲
線
A
九
十
六
時
間
目
ニ

A
下
降
ス

レ
ド
モ
（
然
レ
ド
モ
健
常
腎
－
一
比
ス
レ
バ
遁
カ
ニ
大
ナ
Y

コ
ト
第
二
章
－
一
越
ペ
タ
Y
ト
同

一
ナ
リノ
）
化
準
的
検
査
ノ
曲
線
A

九
十
六
時
回
一
一
ア

モ
漸
次
上
昇
ジ
カ
グ
ジ
ア
相
互
一
一
正
反
封
ナ
Y
傾
向
ヲ
一
不
ジ
タ
リ
。
此
ノ
如
キ
傾
向
A

第
二
章
一
一
於
ケ
Y

寅
験
結
果
ノ
総
括
ト
金
ク
一
致
セ

リ
（
第
一
周
及
ピ
第
二
闘
ァ
第
三
闘
及
ピ
第
四
悶
ト
封
比
セ
ヨ
）
。

（
総
平
均
－
一
除
外
ジ
タ
Y
本
章
貫
験
第
二
一
モ
亦
九
十
六
時
間
後
－
一
行
へ

Y

一
例
ナ
リ
）
。

（
三
）
、
組
織
瞳
的
所
見

大
懐
ニ
於
－
プ
前
文
（
一
）
、
（
二
）
ノ
観
察
ト
一
致
ス
。
庚
汎
性
一
一
現
A

Y

、
細
胞
健
ノ
「
オ
ス
ミ
ヲ
ム
」
酸
染
色
性
ガ
時
間
的

ニ
増
加
ス
Y

コ

ト
A

第
二
、

ゴ一
本
－
一
月
著
明
ナ
？
ザ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

繰
越
糟
及
淡
合
管
ヲ
除
キ
ア
A

愛
化
／
時
間
的
推
移
ガ
常
－
一
局
所
解
剖
撃
的
関
係
ヲ
有
ス
Y

コ
ト
円
前
章
ト
同
ジ
。

虞
汎
性
「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
限
染
色
性
ノ
ミ
ガ
時
間
的
ニ
高
マ
リ
行
ク
ニ
モ
拘
ク
ズ
、
七
十
二
時
間
以
後
－
一
於
ケ
Y
化
事
的
及
ピ
血
清
皐
的
検
査

ノ
結
果
脂
肪
ト
ジ
－
ア
A

第
二
章
（
第
一
間
及
第
二
闘
）

－
一
比
ジ
ア
左
程
増
加
シ
居
ラ
ザ
Y

コ
ト
A

注
目
ニ
値
ス
。
殊
一
一
血
清
準
的
検
査
ノ
結
果

ト
化
準
的
測
定
ノ
結
果
ト
ガ
相
互
－
二
致
セ
ザ
Y

コ
ト

A
何
等
カ
ノ
理
由
ア
Y

ペ
キ
モ
ノ
ト
考
ヘ

ヌ
Y

（一

九
九
頁
備
考
塞
照
）
。

余
等
A

第
一
章
ニ
於
ア
組
織
皐
的
（
染
色
的
）
検
査
万
法
－
一
於
－
プ
A

何
等
脂
肪
閏
有
ノ
所
有
ア
呈
セ
ザ
Y
場
合
一
一
－
プ
モ
化
率
的
検
査
及
血
清

‘

皐
的
検
査
ニ
ア
A

明
白
ニ
脂
肪
（
類
脂
鰹
）
ゾ
存
在
ヲ
立
讃
シ
得
Y

コ
ト
ヲ
示
シ
ア
以
ア
脂
肪
縫
性
問
題
ノ
研
究
－
一
際
ジ
ア
A

化
皐
的
乃
至
血

清
準
的
機
査
ノ
結
果
ア
基
礎
ト
潟
シ
標
準
ト
潟
＋
ノザ
Y

ペ
カ
ラ
ザ
Y
ヲ
設
キ
タ
リ
ノ
、
今
ヤ
本
章
一
一
於
ケ
U
F

検
査
ノ
結
果
一
一ア
A

組
織
ノ
「
オ
ス

ミ
ク
ム
」
酸
染
色
性
ノ
ミ
ガ
時
間
的
一
一
向
上
シ
行
ク
ニ
モ
拘
ヌ
ズ
化
準
的
及
ピ
血
清
皐
的
検
査
ノ
結
果
A

相

一
致
シ

ア
肪
肪
（
類
脂
樫
）
合
量
《

館用参
－A世

F『

原

着
L」

キ責

国

〈
第
出札
務

一一一一一）



舶
用
品
少
品
位

F『

原

事E

4黄

岡

一一一ー一
（第
町伝
競

二
一

二
）

左
桂
高

7
y
居
－
フ
ザ

Y
コ
ト
ヲ
一
不
シ
夕
、
y
、
故
－
一
「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
酸
－
一
－
プ
黒
染
セ
w
F

モ
ノ
ヲ
目
シ
ア
直
チ

ニ
全
部
脂
肪
（
乃
至
類
脂
健
）
ナ

y

ト
シ
ア
取
扱
ヒ
、
以

F

プ
脂
肪
麓
性
問
題
ヲ
律
セ

ン
ト
欲
ス

Y
ガ
如
キ

コ
ト
ア
ク
バ
大
－
一
考
慮
ヲ
要
ス
ペ
キ
事
項
ナ
Y

－一似
タ
9
。

第
五
章
創
出
腎
臓
ヲ
滅
菌
生
理
的
食
聾
水
中
Z
E
T
一
脇
氏
三
十
七
度
目
－
貯
へ
タ
ル
場
合

第
一
章
ヨ

y
第
四
章
マ

デ

ニ
通
ジ
ア
現
－
A

レ
b
p
y

脂
肪
ノ
量
的
関
係

て
業
比
較
ノ
標
準
ア
毎
常
他
側
、
卸
チ
引
績
キ
鰻
液
環
疏
ノ
下
－
一
ア

y
健
康
財
臓
ニ
取

y
シ
ガ
故
ニ
確
定
的
ノ
低
ヲ
示
ス
ト
A

一
五
フ
ペ

カ
ク
ズ
。
本
草
－
一
一
於
－
プ
A

某
誤
差
ア
可
及
的
少
カ
ク
シ
メ
ム

ガ
潟

ニ
同
一

腎
臓
ニ
就
－
Y
比
較
検
査
ヲ
途
グ
タ
y
。

賓

験

方

法

施
釣
無
菌
的
操
作
ニ
闘
シ

－Y
A
前
章
（第

頁
）ニ

一辺
ペ
タ
J

U

Y

ト
同
断－一

シ
ア
厳
密
ナ
Y
注
意
ア
ナ

ス
。
衣

－
一
下
記
ノ
加
キ
入
組
ノ
容
器

ヲ
準
備
ス
。

側
、
清
洗
セ
Y
秤
量
縄

ζ
0
・
八
五
M
Y
食
臨
水
二
O
耗
ヲ
入

レ
、
使
用
前
－
一

0
・
0
0
0
一
克
マ
デ
秤
量
ス
。

伊
、
標
本
瓶
二
組
ニ
究
ノ
固
定
液
ヲ
入
y
。

例
、
四
%
「
フ
オ

Y
マ
y
ン
」
水
（
普
通
）
ノ
「
フ
オ

Y
7
y
ン
」
水
ヲ
更
－
二

O
Mバ
ニ
稀
稗
セ
Y
モ
ノ
）
。

ゆ
、
「
斗

4
バ
叶
川
、
フ
オ

y

？
？

ン
」
披
o

mw、
秤
最
縮
、
小
川
ト
同
ジ
ク
ナ
ジ

0
・
八
五
折
食
購
水
ヲ
入
y
。

戸
、
特
ニ
二
重
蓋
ヲ
有
ス
UF

秤
量
躍
ヲ
清
洗
シ
、
之
ヲ
乾
熱
滅
蘭
シ
、
使
用
前
日
一
手
術
室
内
－
一
－
ア
（
新
－
一
滅
菌
セ
w
y

）

0
・八
五
折
食
韓
水
ニ

O
蛇
ヲ
入
レ
、
二
重
蓋
ヲ
ナ
シ
、
静
カ
ニ
天
秤
室
－
一
運
ン
デ
秤
量
ス。

宮
、
標
本
瓶
、
（
特
ニ
確
カ
ナ
Y
密
栓
ア
Y
物
）
二
組
。

〈
ぜ
て
戸
V
U

）共
－
一
清
流
、
滅
菌
ジ
、
0
・
八
五
%
’
減
蘭
食
瞭
水
ヲ
使
用
前
－
一
入

y
。



（U
）
、
清
洗
滅
菌
セ
UY

二
重
蓋
附
秤
量
憶
（
A
）
ト
同
ジ
注
意
ノ
下
ニ

0
・
八
五
%
食
臆
水
ヲ
入

ν
秤
量
ス
。

室
外
ニ
ア
動
物
ヲ
準
備
シ
タ
U
F

後
空
気
栓
建
一－
一
ア
致
死
ジ
斑
チ

ニ
手
術
室
－
一
入
レ
、
焼
灼
皮
切
等
前
述
ト
同
ジ
注
意
ノ
下
－
一
、
左
側
腎
臓
夕

刻
出
ジ
、
脂
肪
嚢
ヲ
去
リ
、
究
－
一
腎
門
部
ヲ
挟

y
棄
ツ
Y

カ
、
又
A

繊
維
被
膜
ト
共
－
一

腎
孟
ヲ
等
部
マ
デ
引
出
シ
，
プ
裁
除
シ
（
数
回
慣
M
Y

レ
バ

容
易
ュ
引
キ
出
γ
得
y
ニ
至
Y
）タ
U
F

モ
ノ
ヲ
、
解
剖
断
面
－
一
於
ア
縦

二
一
分
シ
、
究
－
一

第
五
闘
ノ
如
ク
横
一
一
四
分
ス
。

闘
ノ
（
入
）・（
B
）・（
C
）・（
K
）内（町）・（
C
）
ヲ
ソ

レ
ゾ
レ
容
器（
A
）・（
B
）・（
C
）・（
M
A

）
・
（
町
）
・
（
ぴ
）
－
一

入

ν
、
相
封
セ
U
F

片
ヲ
以
－ア
比
峻
研
究
ス
ペ
カ
ク
シ
ム
。
郎
チ
（
A
）・（C）・（
M
A

）・（

σ
）・
7
迅
速
－
一
秤

量
シ
、
（
M
A

）
・
（
町
）
・
（
じ
）
ヲ
庇
チ
ニ
揖
氏
三
七
度
ノ
解
竃
内
ニ
移
シ
、
（
A
）
ヨ
リ
K
液
ヲ
製
ジ
、
（
C
）

A

蛋
白
定
景
（
第
一
章
4
塞
照
）
ニ
供
シ
、
（
B
）
ヨ
叶
ノ
組
織
標
本
ヲ
製
ス
。

K
液
A

或
A

僻
寵
或
A

氷
室

内
ニ
貯
ヘ
ア
、
所
要
時
間
ヲ
経
、
過
セ
ジ
メ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ザ
wy

ガ
故
－
一
、

K
液
ヲ
製
ス

Y
操
作
毛
亦
無
菌

第
分 Ji.

WJ悶
セ

Jレ正
左『ド
腎線

a.’むjニ
・1111 テ

4’ ア二
万マツ
スー

的
ナ
ラ
ジ
ム

。

所
要
時
間
経
過
ノ
後
（
川
A

）
ヨ
y
K
液
ヲ
製
ジ
、
（
mu
）
A

蛋
白
定
量－一

供
シ
、
（
Ja
）
A

ニ
．
（
U
U

）
A

「
ミ
ユ

y
v
y
プ
オ
Y

マ
p
ン
」
－一
投
ズ
。

「
フ
オ
Y

マ
叫
J

ユノ
しーカ

ク
ジ
ア
前
ニ
製
造
ジ
ア
貯
へ
置
キ
b
y
y

（A）・
K
液
ト
、
所
要
時
間
経
過
後
二
腎
臓
片
ヨ

9
製
ジ
タ

yr）・
K
液
ト
ヲ
可
験
液
ト
ジ
ア
一
面
軍
獅
補
健
結
合
反
感
試
験
ヲ
行
ヒ
他
商
同
時
－
一
一
主
総
脂
合
有

量
ヲ
化
率
的
ニ
測
定
シ
、
前
一
一
回
定
セ

Y
標
本
及
ピ
測
定
ジ
ア
Y
蛋
白
量
ト
、
所
要
時
閉
経
過
後
－
一
至

リ
ア
同
定
セ

Y
腎
組
織
標
本
及
ピ
測
定
セ

Y
蛋
白
量
ト
ヲ
比
較
ス
。

K
液
及
ピ
蛋
白
定
量
甲
一
用
フ
Y
液
A

低
－
一
器
（
A
）
・
（

r
）・（
C
）・
（じ
）
中
ニ
入
レ
ア
w
y

食
関
水
ヲ
用
ヒ
ア
製
シ
、
之
－
一
探
ヲ
沈
ヒ
タ
Y

モ
ノ

ヲ
モ
加
プ
。
故
一
一

K
液
ノ
潟
メ
ニ
（
A
）
・
壬
）
内
－
二
課
メ
入
y

、
食
鞭
水
A

、
投
入

ス
Y
腎
片
一
克
－
一
付

一
O
括
（又
λ

五
蛇
）
ノ
割
合
ヨ
リ
’
宅

造
カ
ニ
少
キ
容
積
ナ
Y

ヲ
要
シ
、
従

d

プ
家
兎
A

ナ
Y

ペ
ク
大
ナ
Y

ヲ
撰
ピ
、
切
片
A
－M
A

ヲ
ナ
Y

ペ
ク
大
ナ
フ
シ
ム
。

佐
川
多
品
哲

F『

原

著
、~

様

一一一一一一
〈
第
点
目
抜

。一
一一一一） 

岡



第
参
馳
せ

F『

原

箸
〕

様

悶

二
一
四

〈

第

出
札
措
蜘

二一

川〉

貯
戒
セ
シ
モ
ノ
A

倣
カ
ニ
甘
キ
肉
汁
臭
ヲ
呈
シ
、
溶
血
ヲ
一
不
サ
ズ
。
悪
臭
ア
Y

モ
ノ
、

又
A

肉
眼
上
溶
血
（
貯
蔵
液
中
二
血
色
素
ノ
淵
散
セ

y
牒
）
ヲ
認
メ
タ

グ
時
三
岡
ア
立
流
シ
得
ザ

M

戸
時
ト
雄
モ
之
ヲ
棄
却
セ
リ
。

賓
輪
第
一
回
、
刷
出
後
二
十
四
時
間
。

川
町
河
臓
ガ
小
十
リ
シ
故
蛋
白
質
ノ
定
量
ヲ
ナ
＋
ノ万
。
貯
臓
セ

Y
片
山
軟
カ
ク
、
腫
脹
シ
、
精
々
槌
色
セ
Y

モ
、
猶
ホ
褐
色
ヲ
呈
ス
。
之
ヨ

y

（

H
A
）

K
液
ヲ
製
ジ
、
前
日
ヨ

y
秤
篭
－
一
貯
へ

ア
Y
（入）
K
被
ト
比
較
ス
。
何
レ
モ
臓
器
重
量
一
克
－
一
付
キ
食
関
水
五
括
ノ
割
合
ナ
リ。

ω明
、
瓦
液
緯
脂
含
量
ノ
血
清
隼
的
比
較
（S
R
R
量）

結
果
A

第
二
八
表
ニ

一市
サ
レ
タ

y
。

第

二

八

表

食
問
問
水
貯
川
川
崎
バ
緑
町
八戸川島
（日円
U
A
R
借
一
）
／
臥
品川
接
的
比
較
（
貸
験
第
一
円
）

K 

、J

’し

－

f
h

、．
J
ノ

一

0
・
二
五
一

一一一一一

補

惚

J¥i. 

P妄

留

血

球
主忠．

l司

手司

同

百

分

比

側
、

E
液
纏
脂
含
量
ノ
化
畢
的
比
較

測
定
ノ
結
果
ハ
第
二
九
表
ニ
示
サ
レ
タ

9
0
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（
別
出
直
後
〉

謝

月ー

照

一・五

第

二

九

表

二
十
問
時
間
食
慨
水
貯
蔵
腎
片
総
附
含
量
ノ
化
感
的
比
較
〈
目
覚
験
第
一
四
〉



第

〆「

Yi 
分
比岡 田

、ー〆 ~ ~ 

P・E・~、・－、 ，司・ー－、圃．．．． 、

第千

主き

A
片
（
ニ
四
時
間
三
セ
度
保
存
〉

0
・
0
0・
九
七
%

0
・0
0
九
七
%

0
・0

一O
二
%

0
・0
0
九
五
%

0
・0
0
九
七

μ

0
・0
0
九
二
%

0
・0
0
九
六
六
（
五
八
七
）

A 

（
捌
出
直
後
〉

ωw、
組
織
事
的
所
見
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
．

。
。
。

、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

が
片
所
見
A

前
章
賞
験
第
九
二
一
於
ケ
Y
ト
相
近
U
J
o

忍

一一モ
被
膜
内
接
部
－
一
明
瞭
ナ
w
y

脂
肪
球
ヲ
認
メ
、其
数
量
A

寅
験
第
九
－
一
於
ケ
Y
ト
殆

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ド
大
差
無
キ
鹿
ト
、
著
シ

ク
鮮
少
ナ
Y
蕗
ト
ア

y
。
皮
質
部
ノ
康
汎
ナ
w
y

「
オ
ス
ミ
ヲ

ム
」
酸
染
色
性
A

質
駿
第
九
－
一
一
般
ケ
w
y

ヨ

y
毛
強
カ

y
キ

｛
貫
駿
第
一
五
、
一
七
、
別
出
後
四
十
八
時
間
。

切
片
A

何
レ
モ
双
白
色
ト
ナ
η
ノ
軟
カ
ナ

y
o
各
々
ヨ
リ
ノ
K
波
及
組
織
標
本
ヲ
製
ジ
、
叉
蛋
白
質
ノ
定
量
ヲ
モ
一逐グ
タ
7
0．

ω川
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0
・
七
九
九
一

験

第

0
・
五
三

O
九

所

見

繕

揺

（－）、

E
液
単
濁
補
憧
結
合
力
（
S
R
R
量
）
ノ
襲
化

一
個
ノ
腎
臓
ア
解
剖
的
切
開
法
二
従
－

Z
一
ッ
－
一
割
故
シ

相
調
合
セ

Y
二
部
－
ゴ
ハ
？
チ
、
一
方
ヲ
直
チ
ニ
、
而
ジ
ア
其

ノ
相
調
部
ヲ
三
七
度
ノ
生
理
的
食
鞭
水
中
ニ
無
菌
的
－
一
貯

へ
、
一
定
時
間
ア
経
過
セ
ジ
メ
タ
Y
後
－
一
、
ソ
レ
グ
レ
砕

キ
ア
煮
沸
浸
出
液
ヲ
作

y
、
英
軍
濁
補
慎
結
合
カ
ガ
、
直

後
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
ア
増
強
セ

Y
程
度
ヲ
、
経
過
セ
w
y

穂
々

／
時
間
二
従
ッ
ア
検
シ
タ
Y

一
々
ノ
結
果
A

、
統
－
一
第
二

八
表
、
三

O
表
及
ピ
三
三
表
ニ
示
デ
レ
ク

p
。
今
ヤ
之
ア

一
括
シ
ア
第
三
六
表
ヲ
得
、
夏
ニ
之
ヲ
嗣
一
不
u
v
e
y
第
六
闘

ヲ
得

h
p
y
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第
三
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別
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血
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臓
ノ
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七
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二
貯
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ダ
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経
過
時
間
ト
該
部
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ノ
煮
沸
浸
出
液
皐
濁
稿
程
結

合
カ
ト
ノ
推
移
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腎
臓
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部
分
別
出
直
後

ト
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叫
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ヨ
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検
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キ
測
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ジ
タ
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脂
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ノ
債
ヲ
考
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ス
ザ
戸
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致
結
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ペ
ジ
。
（
第
一
九
七

l
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二
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漸
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片
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七
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／
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四
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－
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検
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－
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－
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－
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．
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－
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－
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－
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縁
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－
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カ
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数
モ
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少
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脂
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鍵
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ノ
悶

果
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Y
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熱
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ヲ
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ア

コ
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0
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金
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島
止
叉
A

静
止
セ
シ
メ
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F

場
合
－
一
一
於
ケ
Y
脂
肪
獲
化
ノ
程
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ヲ
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濁
補
鰻
結
合
カ
ヲ
指
標
ト
潟
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及
ピ
腎
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部
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ス

Y

コ
ト
前
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同
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C
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個
ノ
秤
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蓋
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ヲ
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各
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ニ
滅
蘭
セ

Y
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・
八
五
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食
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水
五
（
叉
A

一
O
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沌
ヲ
入
V
4
プ
秤
量
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A
寸
劇
出
セ
Y
腎
臓
ヲ
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下
ノ
三
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三
積
ニ
棋

y
、
各

一
部
分
ア
A
－
B
じ
／

ゴ一
片
－
一
縦
一
一
概

y
、
各
一
部
分
ノ

一
片
宛
卸
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A
三
片

B
三
片
、
C
二
一
片
ヲ
一
組
ト
ナ

ジ
秤
量
制臨ん

B
H十二
二
組
宛
投
入
シ
ア
秤
量
ス
、
斯
ク
ス
w
戸
時
A

各
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内

ニ
A

何
レ
モ
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、
下
ノ
各
部
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ヨ
リ
ノ
一
片
宛
ア
入
レ
タ
Y

コ
ト
、
ナ

y
高

一
限
局
性
脂
肪
合
有
量
ノ
不
均
等
ナ
Y

コ
ト
ア
リ
ト
ス

Y

モ
検
査
成
績
ノ
誤
差
ヲ
軽
減
ジ
得
ペ
シ

究
ニ

A
ヲ
葉
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三
十
七
度
ノ
解
篭
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ニ
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ブ
。

日
ヲ
一

O
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－
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－
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シ
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入
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ハ
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又
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／
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／
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－
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モ
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。
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猫
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砕
煮
沸
浸
出
ジ
タ
Y

後
三
七
度
－
一
何
レ
モ
廿
四
時
間
貯
ヘ

ク

y
、
後
前
記
A
、
B
二
部
分
ヨ
リ
作

y
b戸
山
戸
煮
沸
浸
出
液
A
B
ト
後
ノ
一
部

οノ
煮
沸
浸
出
液
ト
ヲ
輩
濁
補
時
結
合
反
感
－
一

ヨ
y
－
ア
比
較
シ

血
清
皐
的
ニ
脂
肪
台
有
量
ヲ
比
較
ジ

タ
Y
結
果
A

第
三
八
表

ニ
於
ケ
y
dμ

如
ク
、
百
度
沸
騰
水
中
ニ
九
十
秒
以
上
掃
入
シ
h
p
y

モ
ノ
A

刻
出
直

後
－
T
粉
砕
煮
沸
ジ
タ
w
y

者
ト
殆
ド
大
差
ナ
グ
何
V

屯
共
－
一
、
別
間
後
三
七
度
一
一
貯
ヘ

ラ
レ
タ
リ
シ
そ
ノ
－
一
比
シ
ア
R
R
量
這
カ
ユ
少
カ
リ
キ
。

叉
腎
臓
ノ
前
同
様
二
二
分
ジ
前
遁
沸
騰
水
中
－
二
冊
入
ス
グ
’代
リ
ノ
ニ
氷
室
内
ニ
叉
A

氷
片
間
ニ
掃
入
貯
戴
シ
世
ク
時
A

其
K
液

ヨ
リ
得
h
H
Y

R
R
量
ガ
腎
刻
出
直
後
－
一

K
液
ト
ナ
シ
タ

Y
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
著
シ
ク
増
加
セ

Y

モ
ノ

ア
η
ノ
（
貫
験
第
二
八
及
第
三

O
）
。
賞
験
第
二
八
ニ

一於－
7
A
其

億
三
七
度
ニ
貯
ヘ
タ
Y

モ
／
ヨ
リ
モ
更
ニ

R

H
量
ノ
多
キ
ヲ
見
グ
、
但
シ
其
他
ノ
場
合
－
一
A

一
般
－
一
水
冷
中
－
一
貯
蔵
セ
ク
レ

タ
リ
ジ
腎
片

ヨ

y

需
用
参
品
世

F園、
原

著
‘」

4策

同

二
三
五

（
第
点
仏
暗
部

二
三
五
〉



第
多
品
管

，...、
原

著
‘d 

筏

悶

二一－一六

（
第
士
号
競

二一－
一ムハ）

ノ
R
R
量
A

一
二
七
度
二
貯
へ
－
ソ
レ
タ
リ
シ
毛
ノ
ユ
比
シ

4

プ
蓬
カ
ニ
小
ナ
リ
キ
。

次
ユ
確
貫
一
一
恒
－
一
零
度
以
下
ナ
Y
魔
法
制
限
中
－
一
貯
へ
－
一
ノ
レ
タ
Y

毛
／
A

第
四
一
表
－
一
示
サ
レ
タ
Y
ガ
如
ク
（
貫
駿
第
三
三
ヲ
除
ケ
バ
）

R
R

量

三
二
七
度
－
一
貯
臓
セ

フ
レ
タ
Y
腎
片
ヨ

y
A
蓬
カ
ニ
小
－
一
シ
ア
、
而
モ
腎
刻
出
直
後
－
一

K
液
ト
テ
シ
タ
U
Y

毛
ノ
ト
等
シ
キ
カ
或

A
極
メ
ア
近

似
セ

Y
債
ヲ
一
不
シ
タ

y
。

検
査
成
績
ノ
綿
括
的
考
察
反
ピ
討
究

余
等
ノ
検
査
シ
得
タ
Y
所
見
ヲ
列
記
ス
レ
バ
下
ノ
如
シ
。

一
、
建
康
家
兎
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
一
一
就
－
プ
軍
濁
補
健
結
合
カ
ヲ
比
較
セ
M
Y

ユ
左
右
腎
共
－
一
殆
ン
ド
同

一
ナ

y
キ。

一一
、
建
康
家
兎
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
一
二
坑
ア
線
脂
合
量
ヲ
化
串
的
ニ
測
定
シ
比
較
セ

Y

－
一
左
右
腎
共
－
一
殆
シ
ド
同
一
ナ
リ
キ
。

三
、
健
康
家
兎
腎
臓
／
有
ス

Y
生
蛋
白
鶴
量
ア
化
皐
的
－
一
測
定
ジ
比
較
セ

Y

ニ
左
右
腎
共
殆

y
v同
一
ナ

9
キ。

問
、
健
康
家
兎
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
中
ニ
A

脂
肪
ノ
包
合
セ
ラ
レ
居
Y

コ
ト
頴
著
ナ
リ
ジ
－
二
t

拘
ラ
ズ
、
其
ノ
腎
組
織
ヲ
組
織
準
的
染
色
的
－
一

頴
微
鏡
下
二
検
査
ス

Y

モ
脂
肪
一
一
固
有
ナ
Y
所
見
ヲ
得
Y

2

ト
能
λ

ザ
リ
J

キ
（
以
上
第
一
章
所
見
）
。

五
、
家
兎
ノ
一
側
腎
動
脈
ァ
結
染
セ

Y
後
二
十
四
時
間
、
三
十
時
間
、
四
十
八
時
間
、
七
十
二
時
間
及
ピ
九
十
六
時
間
目
ニ
於
ア
南
側
腎
臓
煮
沸

浸
出
液
二
就
キ
爾
他
同
一
一
保
件
ノ
下
品
一
於
ア
車
濁
補
鱒
結
合
カ
ヲ
比
較
ジ
タ

Y

－
一
腎
動
脈
ヲ
結
繋
セ

ラ
レ
タ

yud
側
ノ
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出

液
A

健
側
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
非
常
－
一
大
ナ
Y
補
鰻
結
合
力
ヲ
示
ジ
タ

y
。

六
、
以
上
ノ
如
キ
軍
濁
補
鰻
結
合
力
ノ
増
強
A

腎
動
脈
結
裂
後
時
間
ヲ
経
過
ス

Y

コ
ト
大
ナ

y
シ
モ
ノ
程
漸
衣
的
二
大
ト
ナ
ジ
タ
リ
而
ジ
ア

結
致
後
七
十
二
時
間
ヲ
経
タ
Y
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
軍
濁
補
鰻
結
合
力
ヨ
H
J

モ
九
十
二
時
間
二
艦
、過
シ
タ

p
シ
腎
臓
／
煮
沸
浸
出
液
J

軍
調
補
髄
結
合
力
ノ
方
ガ
稿
々
小
ト
ナ

y
－
プ
宛
カ
モ
結
染
後
四
十
八
時
間
ヲ
経
過
ジ
タ
リ
ジ
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
術
開
結
合
力
ト
同
一

程
度
‘一
現
ハ
レ
タ

9
（
第
一
園
）
。



七
、
前
項
五
二
記
し
y
b
y
y

ト
同
一
ノ
可
検
材
料
ヲ
以
－
プ
総
脂
合
量
ア
比
較
セ
uy
e
一
、
腎
動
脈
結
染
側
－
一
ア
9
7
A
総
脂
合
量
健
側
ヨ

y
毛
著
明

－
一
大
ト
ナ

p
h
p
y
、而
ジ
ア
腎
動
脈
結
集
後
時
間
ヲ
経
過
セ
wF

コ
ト
大
ナ

y
シ
程
総
脂
合
量
モ
亦
ソ
レ
ト
連
行
シ

dy
大
ト
ナ
リ
ノタ
y
。

八
、
軍
濁
補
憧
結
合
力

A
九
十
六
時
間
経
過
後
／
毛
ノ

A
七
十
二
時
間
経
過
後
ノ
屯
ノ

ヨ
y
モ
却
，
ァ
小
ト
ナ
9
ジ
ガ
、
緯
脂
合
量

A
九
十
六
時

防
経
過
後
ノ
モ

ノ
A

七
十
二
時
間
経
過
後
ノ
モ
ノ
ヨ

9
モ
賄
著
ュ
大
ナ

y
キ
（
第
二
闘
）
。

九
、
腎
動
脈
結
殻
側
ノ
腎
臓
ヲ
組
織
皐
的
－
一
検
査
シ
タ
グ
’腎
被
腹
－
一
接
鯛
セ
wy

腎
貫
質
細
胞
内
ニ
定
型
的
ノ
脂
肪
球
ノ
出
現
ヲ
立
謹
ジ
得
b
F

。ノ
、
而
シ
ア
此
ノ
所
見
ノ
程
度
A

腎
動
脈
結
染
後
附
閑
ア
経
過
セ

Y

コ
ト
大
ナ

y
uJ腎
臓
程
盆
々
顕
著
－
一大
ユ
シ
ア
終
－
一
A

腎
皮
質
深
部
ノ

質
質
性
細
胞
内
ニ
モ
同

一
染
色
性
ヲ
示
セ
Y
脂
肪
球
ガ
出
現
ス

Y

ニ
至
レ

y
（
以
上
第
二
章
所
見
）
。

一
O
、
健
康
家
兎
－
一
就
ア
一
側
腎
臓
ヲ
刻
出
シ
ア
直
チ
ニ
同

一
家
兎
／
腹
腔
中
ニ
牧
メ
、
四
十
八
時
間
経
過
後
之
ァ
取

y
出
ジ
ア
他
側
腎
臓
ト

比
較
シ
タ
Y

－
一
其
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
軍
濁
補
樫
結
合
力
A

健
側
腎
ヨ
y
モ
三
倍
以
上
大
ナ
リy
キ。

一
一
、
前
項
一

O
ト
同
一
ノ
可
検
材
料
ニ
就
ア
総
脂
合
量
ヲ
測
定
セ
Y

ニ
刻
出
セ
ラ

v
hy
y
ジ
腎
臓
A

健
側
腎

ヨ
y
モ
六
倍
以
上
／
総
脂
量

ヲ
一
不
シ
タ
リ
ノ
。

一
二
、
前
項
一

O
ニ
蓮
ペ

タ
Y
ト
同
一
ノ
腎
臓
ヲ
組
織
皐
的
－
一
検
査
シ
b
y
y

一一一第九
項
（
腎
動
脈
結
訣
ノ
場
合
）
－
一
立
読
シ
タ
Y
ト
同
一
ノ
所

見
ヲ
符
タ
η
ノ
、
但
ジ
脂
肪
球
ガ
皮
質
深
部
ノ
質
質
性
細
胞
内
－
一
モ
現
A

レ
タ
η
ノ
シ
所
見
（
第
九
項
）
ノ
ミ
A

此
／
場
合
－
一
検
知
セ

y
（
以
上
第

四
章
所
見
）
。

一
三
、
健
康
家
兎
ノ
一
側
腎
臓
ァ
刻
出
シ
、
之
ア
直
接
－
一
腹
膝
中
ニ
牧
ム

Y
事
ノ
代
時
二
一
先
グ
「
セ

Y

ロ
イ
ド
」
製
薄
膜
ヲ
以
ア
厳
封
シ
健
液
及

ピ
白
血
球
等
ノ
影
響
ヲ
全
然
除
外
シ
得
Y
朕
態
ト
鴻
シ
ア
絶
劃
無
菌
操
作
ノ
下
三
腹
腔
中
ニ
牧
メ
置
キ
二
十
四
時
間
ア

経
過
セ

Y
後
－
一
取

y
出
シ
ア
健
側
腎
ト
比
較
セ
Y

－
一
、
業
沸
浸
出
液
ノ
車
濁
補
髄
結
合
力
A

健
側
－
一
比
ジ
頗
Y
大
ニ
ジ
ア
約
三
倍
強
ノ
R
R
量
ヲ
呈
シ
タ

9
0

一
回
、
前
項
二
ニ
ト
同
一
／
可
検
材
料
－
一
就
ア
線
脂
合
量
ア
比
較
セ
Y

－一「セ

Y

ロ
イ
ド
」
嚢
ニ
密
封
セ
U
Y

刻
出
腎
A

健
側
ヨ
叫
ノ
モ
四
倍
以
上

ノ
大
ナ
Y
総
脂
合
量
ヲ
示
セ
リ
ノ。

第
多
品
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第
多
品
世

F『

原

箸
』4

f葉

国

二
三
八

（第
家
協

二
三
八〉

一
玉
、
前
項
ご
ニ
二
地
ペ
b
y
y
刻
出
腎
臓
ヲ
組
織
皐
的
－
一
検
査
シ
タ
Y

ニ
、
第
二
・
草
及
ピ
第
三
章
郎
チ
第
九
項
及
ピ
第
一
二
項
ニ
記
載
セ

Y
所

ト
大
陸
－
一
於
夕
、
同
一
ノ
所
見
ヲ
呈
シ
b
p
y
、
但
シ
此
／
場
合
－
一
於
F
7
A
第
九
項
及
ピ
第
ご
一
項
目
ご
於
－
Y
知
－
フ
レ
タ
U
F
d
N

加
キ
遊
走
細
胞
ノ

腎
貫
質
内
浸
潤
A

全
然
認
ム
M
F

コ
ト
ヲ
得
ザ
ソ
キ
。
詳
ジ
ク
日
ヘ
バ
腎
被
膜
－
一
接
鯛
セ

Y
腎
皮
質
ヲ
形
成
セ
M
Y

貫
質
性
細
胞
内
エ
於
ア
形
態

準
的
－
一
整
然
ト
現
A

レ
k
p
u
y

脂
肪
球
ヲ
認
メ
得
夕
日
ノ
、
但
シ
脂
肪
球
ノ
敷
A

第
九
項
ノ
場
合
ヨ

y
モ
小
ナ

y
キ
マ
タ
皮
質
深
部
ノ
質
質
性
細

胞
内
一
二
脂
肪
球
ノ
出
現
ア
認
メ
ザ
リ
ノ
キ
、
然
レ
ド
毛
第
九
項
乃
至
第
十
二
項
ニ
於
ケ
M
F

ヨ
y
モ
皮
質
深
部
ノ
貫
質
性
細
胞
ガ
全
健
ト
シ
－
プ

「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
殴
－
一
黒
染
シ
「
ズ
ダ
ン
」
皿
黄
染
セ

Y
ノ
程
度
夏
－
二
屠
大
ナ
リ
キ
。

一
六
、
健
康
家
兎
一
一
就
ア
其
ノ
一
側
腎
ア
刻
出
シ
「
セ

Y

ロ
イ
ド
」
膜
中
－
一
密
封
シ
ア
腹
腔
－
一
一
収
ム

Y
ノ
時
間
ヲ
或
A

四
十
八
時
間
ト
ナ
シ
、

或
A

九
十
六
吋
間
ト
ナ
シ
－
Y
同
一
ノ
検
査
ヲ
繰

y
返
シ
タ
Y

－
一
、
何

ν
モ
前
文
所
載
ト
同
様
ノ
所
見
ヲ
得
タ

9
（
第
四
闘
）
而
シ
ア
所
見
ノ

程
度
A

一
三
、
一
四
、
一
五
ノ
場
合
ヨ

y
モ
分
量
上
凡
ア
強
大
ナ
9
キ
。
但
シ
輩
渦
補
健
結
合
力
ノ
ミ
A

九
十
六
時
間
経
過
ノ
場
合
稽
々

減
弱
シ
タ

y
（
第
三
岡
）
（
以
上
第
四
章
所
見
）
。

一
七
、
健
康
家
兎
肯
臓
ニ
解
剖
的
切
割
ヲ
加
？
プ
二
分
シ
相
調
的
ノ
部
分
ア
掛
照
ト
ナ
ジ
ア
一
片
ヲ
血
也
－
一
保
存
ス

Y

コ
ト
二
十
四
時
間
、
四

十
八
時
間
、
九
十
六
時
間
ノ
モ
ノ
ニ
就
キ
別
出
直
後
ノ
一
片
ト
比
牒
ジ
タ

Y

ュ
其
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
車
濁
補
鰹
結
合
力
A

血
描
保
存
時
間
ノ

進
行
ト
共
三
漸
次
大
ト
ナ

y
タ
9
0
但
ジ
四
十
八
時
間
以
上
九
十
六
時
間
ヲ
経
過
シ
タ
Y

場
合
A

皐
濁
補
鵠
結
合
力
ノ
増
大
多
少
認
メ
フ

レ
タ

v
ド
モ
一
期
著
－
一
A

非
ず
y
キ
（
第
六
闘
）
。

一
八
、
前
項
一
七
ノ
場
合
ニ
一
於
プ
化
曲
学
的
－
一
一
線
脂
合
量
ヲ
比
較
セ

Y

ニ
是
亦
腎
臓
片
血
温
保
存
時
間
ノ
延
長
ト
共
ニ
線
脂
合
量
漸
次
大
ト
ナ

p
夕
刊
ノ
、
但
シ
此
ノ
場
合
四
十
八
時
間
以
上
九
十
六
時
間
マ
デ
血
温
保
存
ノ
腎
臓
片
ユ
在
叶
ノ
ア
A

線
脂
合
量
A

却
ア
多
少
減
少
セ
y
d
N

加

キ
所
見
ヲ
得
タ

y
（
第
七
国
）
。

一
九
、
前
項
一
七
／
場
合
－
一
一
於
－
プ
血
温
保
存
腎
片
ノ
合
有
ス

Y
可
凝
生
蛍
臼
艦
ヲ
定
量
セ
u
y
a

刻
出
直
後
ノ
腎
片
－
一
於
ケ
Y

ヨ
凶
ノ
モ
減
少
セ

p
而
シ
ア
業
ノ
減
少
ノ
程
度
腎
片
血
温
保
存
時
間
ガ
四
十
八
時
間
ヨ

y
モ
九
十
六
時
間
二
延
長
セ
ク
レ
タ
M
Y

－－
従
ツ
ア
是
モ
亦
タ
大
ト
ナ



y
b
P
9
（第
ゴ
三
表
及
ピ
第
三
五
表
塞
照
）
。

二

O
、
家
兎
腎
臓
片

0
・
七
兎
内
外
ノ
屯
ノ
ヲ
嬬
氏
百
度
－
一
沸
騰
ジ
ッ
、
ァ
Y
水
中
－
一
投
入
ス

Y

コ
ト
六
十
秒
、
九
十
秒
、
二

一
C
秒
及
ピ
五

分
間
ノ
後
－
一
至

p
取
9
出
ジ
ア
掘
氏
三
十
七
度
ノ
牌
寵
中
－
一
保
存
ス

Y

コ
ト
二
十
四
時
間
後
－
一
至

y
補
耀
結
合
反
臆
ヲ
検
ジ
タ
Y

ニ
百
二

十
秒
及
ピ

y
v
以
上
蹴
氏
百
度
－
一
作
用
セ
シ
メ
タ
リ
ジ
腎
片
ノ
補
鰻
結
合
力
A

刻
出
庶
後
ノ
腎
片
f

柿
鱒
結
合
力
ト
大
韓
－
一
一
於
ア
同
一
ナ

リ
ノ
キ
。
六
十
秒
及
ピ
九
十
秒
間
競
氏
百
度
ノ
作
用
ヲ
受
ケ
タ

y
ジ
腎
片
三
一
十
四
時
間
血
地
保
存
ノ
結
果
ト
シ
ア
別
出
直
後
乃
至
百
二
十

秒
以
上
競
氏
百
度
－
一
加
熱
セ
ラ
V

タ
リ
ノ
ジ
腎
片
ヨ

y
三
仰
健
結
合
力
大
ナ
リ
キ
。

二
一
、
腎
片
7
二
十
四
時
間
甲
A

普
通
ノ
氷
室
－
一
、
乙
A

蹴
氏
三
十
七
度
－
一
貯
へ
、
ソ
レ
ヲ
一内
刻
間
直
後
ノ
腎
片
ト
比
較
セ

Y

ニ
問
単
調
柿
組
問
結

合
力
A

区
々
ニ
シ
ア
一
定
数
ヲ
一
不
ず
い
リ
キ
、
然

V
V
毛
大
健
－
一
一
於
ア
丙
A

最
小
乙
A

最
大
ノ
補
鵠
結
合
カ
ヲ
示
ジ
タ
リ
ノ
。

二
二
、
之
ニ
反
ジ
腎
片
ヲ
甲
A

魔
法
瓶
中
ニ
ア
確
貫
一
一
踊
氏
零
度
以
下
－
一
、
乙
ご
ニ
十
七
度
－
一
何
レ
モ
二
十
四
時
間
ダ
ケ
貯
へ
置
キ
之
ヲ
丙
刻

出
碇
後
ノ
腎
片
ト
比
較
ジ
タ
Y

－
一
、
車
濁
補
鰻
結
合
力
A

丙
ト
甲
ト
－
一
於
－
プ
殆
ン
ド
同

一
程
度
ナ
リ
ジ
ニ
毛
拘
－
Y
ズ
乙
ユ
ア
リ
ノ
－
7

A

此
ノ
二

者
ヨ

y
毛
培
地
カ
ユ
高
度
ナ
リ
ノ
キ
。

以
上
ノ
検
査
成
績
A

夏
ュ
左
ノ
各
項
－
一
総
括
シ
得
ペ
キ
ガ
如
シ
。

第
一
、
車
濁
補
憶
結
合
力
ト
組
織
細
胞
ノ
脂
肪
合
量
ト
／
問
－
一
A

密
接
ノ
関
係
ア
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
軍
濁
柿
儒
結
合
カ
ガ
大
ナ
レ
バ
大
ナ
Y
程

常
該
組
織
ノ
脂
肪
合
量
A

大
ナ
Y

モ
ノ
ト
理
解
ジ
得
可
ジ
。

第
二
、
刻
出
シ
タ
Y
組
織
ヲ
一
定
時
間
グ
ケ
血
温
一
一
保
存
ス

Y
時
A

時
間
／
経
過
ト
共
三
組
織
事
的
所
謂
脂
肪
獲
性
ノ
像
ヲ
認
メ
‘
且
ッ
同
時
－
一

斯
ノ
如
キ
組
織
中
－
一
A

化
皐
的
生
蛋
自
慢
合
量
減
少
シ
、
総
脂
合
量
絶
割
量
増
大
ジ
且
ッ
補
鯉
結
合
反
感
モ
亦
絶
劉
的
－
一
抑
制
大
ト
ナ
レ
リ
。

第
三
、
軍
濁
補
韓
結
合
力
ノ
増
大
A

刻
出
組
織
ヲ
直
チ
ニ
高
熱
－
一
ア
慮
理
ス

Y
カ
或
A

之
ヲ
確
寅
－
一
僻
氏
零
度
以
下
－
一
保
存
ス

Y
時
A

最
早

ヤ
立
読
不
可
能
ナ
Y
モ
ノ
ナ

9
、
従
ヅ
ア
輩
濁
補
韓
結
合
力
ノ
増
大
A

組
織
細
胞
ノ
超
生
活
機
能
ト
符
接
ノ
開
係
ア
Y
モ
ノ
ト
考
へ
－
フ
Y
。

第
参
血
哲

F『

原

著...., 

様

岡

ニ
三
九

（

第
出
V

競

二
三
九
）



第
参
品
世

F『

原

司E
~ 

様

岡

二
問
。

（
第
佼
抽出

二
凶

O
〉

第
四
、
換
言
ス
レ
バ
組
織
細
胞
自
身
ノ
有
ス

Y
生
活
力
－
一
ヨ
リ
ア
其
ノ
組
織
中
ノ
物
質
ガ
新
タ
ニ
脂
肪
化
γ
得
Y

モ
ノ
b
y
Y
2
ト
ガ
立
読
セ

－
フ
レ
タ

7
0

ア
ジ
ヨ
フ
氏
A

脂
肪
襲
性
（

P
E
mc
p
d
2
345F）
ナ

Y
術
語
ヲ
数
科
書
中
ヨ

y
全
部
抹
殺
ス
ペ

ジ
、
何
ト
ナ
レ
バ
脂
肪
麓
性
ナ
Y
事
買
A

無
ジ
、

y
A
皐
－
－
脂
肪
ガ
他
組
織
ヨ

p
浸
潤
シ
来
リ
ノ
タ
w
F

マ
デ
－
一
シ
ア
毎
常

吉
件
一民一C
H

三一－
cdFFZ
－
戸
一
一
過
ギ
ザ
ノ
Y
毛
ノ
ナ
η
ノ
ト
主
張
ス
レ
ド

モ
、
余
等
ノ
上
越
ノ
賓
験
結
果
－
一
ヨ
V

バ
脂
肪
膿
A

必
ズ
シ
モ
他
組
織
ヨ

y
浸
潤
ジ
来
Y

コ
ト
ヲ
要
セ

メ
ジ
ア
営
該
組
織
ノ

生
活
機
能
／
一

接
露
ト
シ
e

ア
営
該
組
織
ノ
有
ス

Y
物
質
（
多
分
蛋
白
樫
）
ヨ
ヲ
脂
肪
化
ス

Y

コ
ト
ユ
ヨ
η
ノ
ア
モ
亦
新
生
セ
ラ
レ
得
Y

モ
ノ
ナ
Y

2
ト
ノ
立
読
ヲ

懇
グ
得
ア
何
等
異
論
ノ
除
地
無
キ
ニ
至
9
タ
UY

モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
信
ズ
。

化
畢
的
ノ
脂
肪
健
立
読
方
法
A

頴
微
鏡
ノ
立
読
方
法
ヨ
リ
ノ
号
精
密
ナ
Y
モ
ノ
ニ
シ
ア
、
頴
微
鏡
下
ニ
e

プ
A

立
謹
ジ
得
ず
M
Y

グ
如
キ
脂
肪
ノ
存

在
ヲ
モ
化
事
的
方
法
乃
至
血
清
串
的
方
法
〈
草
濁
補
龍
結
合
反
感
）
A

優
ニ
之
ヲ
立
読
し
V

得
Y
モ
ノ
ナ

y
、
故
ニ
不
可
視
性
ノ
定
在
性
脂
肪
樟

ガ
可
視
性
ト
ナ
リ
タ

Y

モ
ノ
ニ
遁
ギ
ズ
ト
ナ
ス
ガ
如
キ
設
A

組
織
率
的
、
化
準
的
、
血
清
準
的
－
一
並
行
ジ
ア
時
間
的
分
量
的
－
一
精
密
ナ
Y
研
究

ヲ
迩
メ
来
リ
タ
Y
余
等
ノ
上
記
宵
・験
－
一
山
首
ジ
－
Y
A

一
顧
ノ
債
値
ナ
キ
臆
説
－
一
過
ギ
ザ
Y

モ
ノ
ナ

y
o

郎
チ
余
等
ノ
質
験
結
果
A

脂
肪
遜
性
設
ヲ
否
定
ス

Y
汁
利
引
列
氏
等
ノ
設
ヲ
否
定
ジ
脂
肪
擾
性
ナ

Y
モ
ノ
A

細
胞
ノ
生
活
機
能
ノ
一
費
露

ト
ジ
ア
細
胞
ヲ
形
成
セ

Y
生
理
的
物
質
（
多
分
蛋
白
鰻
）
ヨ
リ
細
胞
中
二
於
ア
新
タ
ニ
脂
肪
健
ガ
生
成
セ
ク
Y

、
ノ
機
轄
ヲ
指
ス
モ
ノ
ナ
リ
y

ト

ノ
意
見
－
一
騎
着
セ
リ
ノ
。

何
M

門司
g
－E
o
z
o－－
o
m
g
E
oロ門戸
2
〉
ωnro弓
ωnroロ
〉
g
w
E
『
母
門
問
。
〉
ロ
ロ
ω
r
g
o

向山内
w『
切

mwNAwwrロロロ
m
H
3
町内比四－
mo
－ロ由席司
hw伸一。ロョ

ωロ
ω押
印
ロ

ヨ向。仲伸一向。

u
o
m
oロ
hwgzoロ
バ

〈
o＝
〉

p
ip－

O
『・
H

）
円
・
闘
。
回
同

Hdg。
凶
岡
崎
。
例
。
吋
炉

門

E
T－2
岡
島
町

F
E
－－z
r
p

】

h
p
z
C2
＝
2
2
5
2
岡
崎
。
暗
。

2

．2
L

P

M
W
・d

可。
M
W同
一
閃
併
時
』
F
V】



ドig,1. Fig. 2. Fig. 3. 

z戸m写~!°'IIも＜＂＂ 事侍セ

''*f~. i './IQ. ＇・

~6 

() 

第
一
回
閥
、
動
脈
佐
和
察
後
四
十
八
時
間
「
ズ
ダ

y
皿
、
ヘ
マ
ト
キ
シ
p

y
」

... 
． 
， ， 

ず

。ha
－－

見
二
関
、
動
脈
絞
殺
後
九
十
六
時
間
「
ズ
ダ

y
川
、
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
」

~渦？‘雪"11>('$
栴下町

－ 

．ー．一‘ ． 

、

－

G
2戸、

九

u
y・、

、
z
i
－－

r
i
j

、、

、－
－
h

t
’
J

i
f
b
ι
’b

了、－

J

＼

5

t

：
ト
ィ
・
り

γ－

h
j

ニ

一

戸

F
7
J
p
r，
一

明

L

L

も
v－
r・
1
F
・川

’

f
i

・
↓
，
喝
一

A

ト’
A

－

l

－

，
d
F

，，
・・＝
’

V
H

，

仁

1

4
f

・

】

1
〆！
：

、
＼

E

司

fr－

1

E

宮
内
判

’
l

い

t

・

t
a

p

－

’

｝
14
＼

，

】

3

・一，1
2
JU

イ

J
J

l
J

『

ド

upzRW
‘、
i
i

ト

i
i

・

r

v

J

f

：
t

－k
j
ψ
u
d
J
3
．
 

J
a
．
；
－
二

1

・・L
U
Z毛
、

山

V
L
Z
i

－－、

7

・・

・

u

a
J

，、、
Jr－P

d

－乙

J
F

・
d
虐
ミ
，

f

i
；

1
川
、，

．
 

2
－

h
－

L
一一

1
1
t
A
L引

A
払

4
？
人
川
内
．

d

y
－－ト－

J
L

）
μ

、MVtド
ド

1
・・3
1

、十円・
J

；
J

九日

Y

－

P

F

R

J

B

－
．
 

司

ん

一

J

）

一
’
：
’
『
t

b

・PAJ

・
P
H
a

－－、

．．
 
，A明Mu
－－p
－
A

p

t

－t

a

，lt
、
J

－
‘
ト

4

・、．
a

－a
コ

F

4

可

も

、－4島、

f::-'.ef.? 

也

、、． 

こJ」

.,.4 l 

-11 l -

、，，‘、E

¥.,. 

第
三
園
、
三
十
七
度
食
盤
水
中
一
一
テ
四
十
八
時
間
「
ズ
タ
ソ
町
、
ヘ
マ

ト
キ
シ

リ
ン」



V
e
r
s
u
c
h
s
a
n
o
r
d
n
u
n
g
.
 

D
e
n
 g
e
s
u
n
d
e
n
 
niichternen 

K
a
n
i
n
c
h
e
n
 w

u
r
d
e
n
 
die 

N
i
e
r
e
n
 
aseptisch 

exstirpiert, 
i
n
d
e
m
 die 

eigentliche 
Nierenkapsel 

m
i
t
 
d
e
m
 N
i
e
r
e
n
b
e
c
k
e
n
 
z
u
s
a
m
m
e
n
 abgerisscn 

u
n
d
 zuriickgelassen 

w
u
r
d
e
,
 
u
m
 m

ハ
glichst

rei
ne

s
 Ni

e
r
e
n
p
a
r
e
n
c
h
y
m
 
zu 

d
e
n
 

fnlgenden 
P
r
u
f
u
n
g
e
n
 
zu 

unterziehen :
 

a
)
 

S
e
r
o
l
o
g
i
s
c
h
e
 P
r
u
f
n
n
g
 d
e
r
 N
i
e
r
e
 a

n
 L
p
o
i
d
g
e
h
a
l
t
.
χ
u
 die

只e
r
Priifung 

w
u
r
d
e
 ei

n
 St
u
c
k
 N
i
c
rc

 im
 V

じ
Ih

込
ltnis

司

v
o
n
 
I

 g
 Substanz 

zu 
5

 c
c
m
 M

e
d
i
u
m
 mit 

0
,8
5

 pro
z. 

N
a
C
l
-
I
心
sun

g
fein 

e
m
u
l
g-
ie
rt 

u
n
d
 in 

e
i
n
e
m
 
W
a
s
s
e
r
b
a
d
e
 
bei 

!0::>0C. 

w
;ihrend 

3
0
 
M
i
n
u
t
e
n
 
gehalten. 

D
i
e
 
Nieder

・schl
a
g
e

w
u
r
d
e
n
 
d
a
n
n
 
e
n
t
w
e
d
e
r
 
a
b
ze
ntrifugiert 

o
d
e
r
 
solange 

in 
e
i
n
e
m
 

Eisschlank a
u
f
b
e
w
a
h
r
t
,

 bis 
sie 

sich 
spontan 

total 
sedimentiert 

haben. 
D
λ
n
n
 w
u
r
d
e
 die 

auf d
e
m
 S
e
d
i
m
e
n
t
e
 s

t
e
h
e
h
e
n
d
e
 

g
a
n
z
 Ieicht 

oparisierende 
Fllissigkeit 

zur 
V
凶
fung

h
e
r
a
n
 
gezogen. 

Z
u
r
 qualitativen 

u
n
d
 
quantitativen 

U
n
t
e
r
s
i.1c

h
u
n
g
 iiber 

L
i
p
o
i
d
e
n
 
auf serologischem W

e
g
e
 bedienten 

wir 
uns 

des 
T
orikata'schen 

Verfahrens, 
bei 

w
c
lche

m
 das 

V
e
r
m
iige

n
 des 

zu 

untersuche
吋

e
n
Materials, 

sich 
i
m
 solitaren 

Zusta
吋

e
m
i
t
 
d
e
m
 K

o
m
p
l
e
m
e
川

zu
verbinde

九
mittels

d
e
r
 
Q
叫

凶
tat

d
e
r
 

unaufgel
り
st

iibrig 
bleibenden 

E
ry

throzyten 
z
a
h
l
e
n
m
泊
sig

a
n
g
e
g
e
b
e
n
 
wird. 

D
a
s
 Resultat 

dieser 
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
m
e
t
h
o
d
e
 

bezeichne
n

 wir m
it

 der A
b
k
u
r
z
u
n
g

 ・S
R
R
,
 u
n
d
 
dies driickt 

d
e
n
 G

e
h
alt 

des 
U
n
t
e
rsuc

h
u
n
g
s
m
a
t
e
1九

ls
a
n
 Fett 

u
n
d
 
Lip

o
iden 

mit 
relativen 

Z
a
h
l
e
n
 
aus. 

b
)
 
C
h
e
m
i
s
o
h
e
 U
h
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 d
e
r
 N
i
e
r
e
 a

n
 F
e
t
t
 u
n
d
 L
i
p
o
i
d
e
n
.
 

Z
u
 d
i
e
s
e
m
 Z
w
e
c
k
e
 h
a
b
e
n
 wir dasselbe D

e
k
o
k
t
 

des 
Nierenstiickes, 

w
e
lch

es 
zur 

serol
ogi

sch
e
n

 M
es

弓un
g

des 
L
i
p
o
id
g・el

1altes 
ve

r
w
e
n
d
e
t
 
w
u
r
de, 

n
ac

h
 B!oor 

untersucht, 
u
m
 

sein 
G
e
h
a
lt 

a
n

 Fett 
u
n
d
 
Lip

o
iden

礼
n
zu
g
e
ben.

c) 
H
i
s
t
o
c
h
e
m
i
s
c
h
e
r
 N

a
c
h
w
e
i
s
 d
e
r
 
L
i
p
o
i
d
e
 
i
m
 N
i
e
r
e
n
p
a
r
e
n
c
h
y
m
.
 

E
i
n
 
S
w
c
k
c
h
e
n
 
N
i
e
r
e
 
w
urde 

mittels 

F
o
r
m
o
l
 b

z
w
.
λ
！ii!

k
r
－子
、01

・m
o
l

fixiert, 
m
ittels 

Gefr
ier

m
ikro

t
o
m
 
in 

S
c
hni

tte
n

 ze
rle

ot, 
d
u
r
ch

 S
u
d
a
r
ト
III

,
O
s
m
i
u
m
s
a
u
re 

b
z
w
.
 

b
’
 

n
a
c
h
 .lo

n
’ain 

S
m
itlt-

D
ictricん

gef:irbt.

d
)
 
M
e
s
s
u
n
g
 d
e
s
 G
e
h
a
l
t
e
s
 d
e
r
 N
i
e
r
e
 a

n
 k
o
a
g
u
l
i
e
r
b
a
r
e
m
 E
i
w
e
i
s
s
.

ト：in
三
e
n
a
u

g
e
w
o
g
e
n
e
s
 Stu

ck 
N
i
e
r
e
 
w
u
r
d
e
 

事
長
総
~

【担軽
柳】

型~
ES: 

11
~
 1

 
〈快

感
鑓

11ま；
)
 



車
産
後I~

【
民
榔
】

量~
m

 
1
1
m
1
1
 

（
告を制

告書
11fil11) 

m
i
t
 0,

8
5
 proz. 

N
a
C
l
-
L
<b
u
n
g
 fein 

e
m
u
l
gi
c
rt

 un
d
 unter B

c
r
u
c
k
si
c
hti

日
11r1

g
der A

n
g

礼
b
c
n

v
o
n
 5
υ
I
,
 'l!St'll 

ll・
ーメ
川

f;'l'
II

、H
’M

u
n
d
 
ふ
，／＇

il'O

mittels 
o,r 

N
o
r
m
a
l
c
ssi

gs:iuc 
u
m
 se

in 
G
c
h
a
l
t
λ
n
 koagulie

r
 

b
λ
r
e
m
 
Ei I

V
ピ
iぉ

ζ
e
m
cs

吋
11.

V
e
r
s
u
c
h
 
I.・ 

G
e
h
a
l
t
 d
e
r
 g

e
s
u
n
d
e
n
 N
i
e
l
'
e
n
 a

n
 l
i
p
o
i
d
e
n
 S

u
b
s
t
a
n
z
e
n
.
 

B
e
f
u
n
d
:
 

r) 
D
e
r
 
＼礼

1e
rt 

¥・o
n
 S

R
Iミ

w
a
r

ei
n
 fast 

derselbe 
t
】ei

巾
r

s
o
w
o
hl 

re
ch
t
e
n

礼
l
討

auc!i
linken 

N
i
e
re

む
in
c
日
g
巴
S

U

I王
a
ninchens.

2) 
D
e
r
 c

h
巴m

i
s
c
h

k
o
山
tatierbare

G
e
h
a
l
t
 
der 

r
じ
cht

c
n
u
n
d
 Ji

山
じ

11
N
i
e
日

川
r

じ
in

g
lじ
ic
h
ば

印
え
悶

’
bei

cin 
u
n
d
 
d
e
m
s
e
l
b
e
n
 

K
a
n
i
n
c
h
e
n
.
 

3) 
Bei 

g
e
s
u
n
d
e
n
 
N
i
e
r
e
n
 

li
e
ssen 

si
ch

 
Fett 

u
1叶

L
i
p
o
i
d
e
n

hi
stυ

c
h
e
m
i
s
c
h

『ii
ch

t
in

 
d
e
n
 

l'ar
e
n
c
h
y
mzell

e
n
 

nachweisen. 

4) 
D
e
r
 Ge
h
a
l
t
 
d
e
r
 Ji
出

e
n

u
吋

re
el
山

n
N
iere

 a
n
 
k
o
a
guli

c
rbar

e
m
 
E
i
w
e
is
s
 un

（；川
ctg•

b
e
i
 cin

e
m
 
I
n
d
ivi

d
u
u
m
 
keir.er 

grossen 
S
c
h
w
a
n
k
u
n
g
.
 

V
e
r
s
u
c
h
 
II. 

F
e
t
t
 u

n
d
 L
i
p
o
i
d
e
 b
e
1
 e

i
n
e
r
 N
i
e
r
e
,
 
d
e
r
 d
i
e
 A
r
t
.
 
r
e
n
a
l
i
s
 u

n
t
e
r
b
u
n
d
e
n
 w
a
r
.
 

B
e
f
u
n
d
:
 

r)
 G

e
g
e
凶

b
e
r

d
e
r
 n
o
r
m
a
le
n
 N
i
e
re 

v
e
rgrδsse

rt
e
 sic

h
 <l
e
r

もiVe
rt

v
o
n
 S

R
R
 b
ci

 d
eボ

n
ige

n
N
i
c
rc, 

d
e
rc
n
 
a
rter

ia
 

renalis 
u
n
t
e
r
b
u
n
d
e
n
 
w
o
r
d
e
n
 w
a
r
,
 
in 

e
i
n
e
m
 bet

は
chtlichen

G
r
a
d
e
,
 
u
n
d
 
zw

ar 
je 

!anger 
die 

Zeit 
v
o
n
 d
e
r
 
U
n
tc
rb
i
n
d
u
n
g
 

der 
Arterie 

bis 
zur 

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 d

a
uer

te, 
desto 

grosse1・
 wu
c
h
s
 d

ぉ
V
e
n
n
.')g

e
n
des N

ierendek
o
kte

s, 
i
m
 solit

a
rcn Z

u
s
t
a
n
d
e
 

K
o
m
p
l
e
m
e
n
t
 z
u
 b
i
n
d
e
n
,
 wi
e
 
dies 

in 
T
a
b
.
 1
 zusa

m
m
e
n
ges

tellt 
ist. 



Tab. 
1. 

O
a
s
 
Verh~ltrn 

d
e
白

羽
・erk、、

，n
n
S
R
R
 l

l
H
 Z

ピltdλu
cr 

der 
Unlerl

川
1dun;;

der 
A
 rt. 

,
 

en al
 

i～
、
crgl

ichen
m
it

 <ler 
normalcr】

ree
l】ten

ド
ie

~c
<le<selh,・n 

Jn
u
 l、id

nu m
s
 

Ahgelaufene Zeit 
w
i
n
 dcr 

l:nt
erhindung dc-r 

art. 
re
n
al
is 
,
 
Z
un

ah
m
e
 von 

品
R
R

in 
I'm

λe
nts'lt

zen 
gegeniiber 

d
ピ
H

bis 
w
r
 Unlcr

such
u
n
g
 d
er

 Niere 
auf S

R
R
・

l
n

川
malc

n
N
 icren

.
 

2J. 
St
d
.
 

3
0
 

トミ
t<l

.~S 
Std 

7
2
 
S
trl, 

~
6
 
St
d. 

2:¥0 
%
 

263 
%
 

3
02
,6
・，＜；：，

547 
'){, 

サユ
ι
＇（）

-;:, 

殺
し
～
her

72 
Sttn

』d
en

hinat'S
 J,js 

<J6
邑
lnnd

仁n
"
u
r
d
c
 d
e
:
 ¥¥
er 
c
、けn

邑
R
R
"
・ieder

ヒ
I
¥
Yべs

kl
em

c
r.

 

，
 

2) 
D
e
r
 
c
h
e
m
i
s
c
h
 
n
a
c
h
w
e
i
s
b
a
r
e
 
G
c
h
a
l
t
 
d
e
r
 
z
u
 
u
n
t
e
r
s
u
c
h
e
n
u
e
n
 
N
i
e
r
c

日
n

F
e
t
t
 
um.I 

L
ip
o
i
c
l
c
n
 

v
e
r
g
r
i
is
s
e
r
t
e
 

~ic
h 

e
b
e
n
f
a
l
!
s
 
m
i
t
 d

e
r
 
D

a
u
e
r
 d
e
r
 
U
n
t
e
r
b
i
n
d
u
n
g
-

d
e
r
 art. 

rcnλ
li
s
 (
s
i
e
h
e
 
T
a
b
.
 ~
）. 

Tal-. 
2. 

l.J~s 
＼＇

ピ
rh
ユ
1t

ピn
<l
es 

l
 

'challcs 
<ler 

::¥iere 
an 

J・e
lt 

ur.cl 
J
 

,;po
id
cn

 zu 
den 

Z
eit

<l
川
1cr

n
d
cr 

l'nt
erhi

nd
l!ng 

d
刊

art.
re
nali<

.
 

A
h
~
c
l.ll:fene 

Ze
it 

nach 
l

・n
terl•inrlun

g
d
er

 nrt. 
renalis 

bi5 
1.11r 

Unte1s'1chuug. 
一ι

ー
も

-
歪
，
一一ー

2
l
 S

trl
.
 

30 
S!d .

 

.;S 
S
td
.
 

72 
Std 

9
<1 

S
id 

Z
un
ah

m
c
、o
n

F
e
tt 

un<l 
1.ip

o
id
cn 

in 
I’ll

>l.d1l 
邑
egen

iiber
gcs

,,n<I
引

Ni
e
：ι

:
 

'.
 
:3 :: :

 
3) 

I
 Iisto

c
h
e
m
i
s
c
h
 
s
o
w
i
e
 
f
a
r
b
e
r
i
s
c
h
 
k
o
n
n
te

n
 
F
e
t
t
t
r
け
p
fc
h
e
n

in 
d
e
n
 p

a
r
c
n
c
h
y
m

atiise
n
 Z
e
l
l
e
n
 
n
a
c
h
g
e
w
i
e
s
e
n
 
w
e
r
d
e
n
,
 

u
n
d
 z

w
λ
I

辻
m

friiesten 
u
n
d
 a

m
 r
n
e
i
s
t
e
n
 
a
n
 d
e
r
j
e
n
i
g
e
n
 
P
a
tt
ie 

d
e
s
 
N

ie
r
c
n
p
a
re

n
c
h
）・
m
s
.

w
e
l
c
h
e
 
clcr 

ei
g
e
n
t
l
i
c
h
e
n
 
?'-Jier

c
n
-

k
a
p
s
e
l
 b
e
r
u
h
r
t
.
 
D
i
c
s
c
 
(
F
i
g
.
 r
 Lt. 

2). 
F

ピ
ttki.igelchen

v
e
r
h
i
e
l
t
e
n
 s
i
c
h
 
n
e
g
a
t
i
v
 n

a
c
h
 d
e
r
 F

a
r
b
u
n
g
s
m
e
t
h
o
d
e
 
v
o
n
ょ
の

γ
ain

S111itlt-

偽
申
告
~

[I!量
鱒
】

型車
思

I~ gr 111
 

（害者
附
意義

l：室
111)



事
提
唱
~
~

民
縛

］
量~

m
 

11 
Ei SI 

〈
事
盛
和
銀

llfilfil) 

Dieirich. 
D
e
r
 o
b
e
n
 
e
r
w
a
h
n
t
e
 
B
e
f
u
n
d
 
w
u
r
d
e
 desto 

hochgradiger, je 
!anger 

die 
art. 

renalis 
unterbun<len 

w
o
r
d
e
n
 
war. 

V
e
r
s
u
c
h
 
III. 

F
e
t
t
 u

n
d
 L
i
p
o
i
d
e
 d
e
i
 
e
i
n
e
r
 N
i
e
r
e
,
 w
e
l
c
h
e
 i
n
 d
e
r
 B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 d
e
s
s
e
l
b
e
n
 I
n
d
i
v
i
d
u
u
m
s
 a
u
f
b
e
w
a
h
r
t
 w
a
r
.
 

B
e
f
u
n
d
:
 
I
m
 grossen 

G
a
n
z
e
n
 g
e
n
a
u
 g!eieh 

w
i
e
 
b
e
i
m
 V

 c1
・汎
ich

II, 
nur 

<lass 
histologisch 

Fettkugelchen 
in 

d
c
m
 v
o
n
 

der 
eigentlichen 

Nierenkapsel 
tiefer 

liegend
cn

 P
a
r
e
n
c
h
y
m
 nicht 

nachzuweisen 
waren. 

V
e
r
s
u
c
h
 
I
V
.
 

F
e
t
t
 u

n
d
 L
i
p
o
i
d
e
 b
e
i
 e
i
n
e
r
 N
i
e
r
e
,
 w

e
l
c
h
e
 i
n
 e
i
n
e
r
 
Z
e
l
l
o
i
d
k
a
p
s
e
l
 e

i
n
g
e
s
c
h
l
o
s
s
e
n
 u

n
d
 i
n
 d
e
r
 

B
a
c
h
hる

h
l
e

d
e
s
s
e
l
b
e
n
 I

n
d
i
v
i
d
u
u
m
s
 a
u
f
b
e
w
a
h
r
t
 w
a
r
.
 

B
e
f
u
n
d
:
 
I
m

に
rossen

u
n
d
 
g
a
n
z
e
n
 
derselbe 

w
i
e
 
b
e
i
m
 V

e
r
s
u
c
h
 
II 

u
.
 III. 

D
a
b
e
i
 
w
a
r
 
j
e
d
o
c
h
 
die 

Feststellu
時

auf-

fallend, 
dass 

die 
Farbbarkeit der p

a
r
e
n
c
h
y
m
a
t
o
s
e
n
 Zellen der zu untersuchenden N

i
e
r
e
 
mit 

der 
Zeit 

ihrer 
A
u
f
b
e
w
a
h
r
u
n
g
 

in 
der 

B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 
allm

孟
hlich

er
hi_iht 

w
u
r
d
e
,
 
w
a
h
r
e
n
d
 der 

serologisch 
s
o
w
i
e
 
c
h
e
m
i
s
c
h
 
n
a
chweisbare 

G
e
h
λ
I
t
 d
e
r
 
Niere 

a
n
 Fett 

u
n
d
 
Lipoiden 

bei 
d
e
n
 
l邑
nger

als 
72 

S
t
u
n
d
e
n
 
a
u
f
b
e
w
a
h
r
t
e
n
 
N
i
e
.
e
n

『1icht
m
e
h
r
 z

u
n
a
h
m
.
 

Dieser 
R
e
f
u
n
d
 
lehrt 

uns, 
<lass 

m
a
n
 d
e
n
 histologischen 

N
a
c
h
w
e
i
s
 v

o
n
 Fett 

u
n
d
 Lipoiden 

mittels 
O

亘m
i
u
m
s
a
u
r
e
f
a
r
b
u
n
g

allein 
nicht 

g
e
b
r
a
u
c
h
e
n
 

darf, 
sondern 

denselben 
i
m
m
e
r
 w
i
e
d
e
r
 
<lurch 

c
h
e
m
i
s
c
h
e
 s
o
w
i
e
 serologische 

M
e
t
h
o
d
e
 kontrollieren 

muss. 

V
e
r
s
u
c
h
 
V
.
 

F
e
t
t
 u

n
d
 L
i
p
o
i
d
e
 b
e
i
 d

e
n
 exstirpierten 

N
i
e
r
e
n
,
 w

e
l
c
h
e
 a
s
e
p
t
i
s
c
h
 i

n
 o
,
8
5
 proz. 

N
a
C
l
・
L
o
s
u
n
g
 

b
e
i
 3

7
°
C
 w

a
h
r
e
n
d
 v
e
r
a
c
h
i
e
d
e
n
e
r
 Z
e
i
t
d
a
u
e
r
n
 
a
u
f
b
w
a
h
r
t
 w
a
r
e
n
,
 

B
e
f
u
n
d
:
 

1) 
D
e
r
 W

e
r
t
 v
o
n
 S

R
R
 verhielt 

sich 
zu 

der 
Zeitdauer 

der 
A
u
f
b
e
w
a
h
r
u
n
g
 
der 

Niere 
in 

0,85 proz. 
N
a
C
l
-
U
i
s
u
n
g
 

bei 
37°C. 

wie 
in 

Tabelle 
3
 zusammengestellt. 



Die 
aufbe

、＇＇a
h
r
k
Zeitrlauer. 

24 
Std. 

+
8
 

Std. 

96 
St<l. 

Tab. 
3. 

S
R
R

持

200 

295 

301 

公
ト
＇R

R
der 

Niere kur
尻
nach

ihrer 
Exslirpation 

wurde dabei 
als 

100 geset
zt. 

2) 
D
e
r
 G
e
h
a
l
t
 
d
e
r
 
z
u
 
pri.ifenden 

N
i
e
r
e
n
 a

n
 c
h
e
m
i
s
c
h
 
n
a
c
h
w
c
i
s
b
a
日
n

F
e
t
t
 
u
n
d
 L

i
p
o
i
d
e
n
 
ist 

in 
T
a
b
.
 4
 entl叫

t
e
n
:
 

Tab. 
4. 

Kiere 
war bei 

3
7
°
C
.
 in 

0,85 
pr

川
．

N
a
C
l
-l
i'>scm

日
aufbewahrt

wahrcnd 

24 
Std. 

48
ぷ
td.

96 
Std. 

Gehalt an 
Fett 

und Lipoiden
恭

587 

874 

719 

子
【
hLei

w
u、rcle

der 
Gehait der 

Niere 
kurz 

nach 
ihrer 

Jc；同
tirpation

an 
Fett 

u. 
Lip

uiden 
als 

100 gls
じlzt.

3) 
H
i
s
t
o
c
h
c
m
i
sc
h
 w
u
r
d
e
n
 t
y
p
i
s
c
h
e
 
F
e
t
t
k
u
g
e
l
c
h
e
n
 
n
i
c
h
t
 
n
u
r
 
a
n
 
d
e
r
 
d
e
r
 
eigentlicl

悶
l

N
i
e
閃

n
k
a
p
s
e
l

b
e
r
u
h
附

S
c
h
i
c
h
t
,
 
s
o
n
d
e
r
n
 
a
u
c
h
 
in 

d
e
n
 
tiefer 

l
i
e
g
e
n
d
e
n
 
P
a
r
e
n
c
h
y
m
s
c
h
i
c
h
t
e
n
 
n
a
c
h
g
e
w
i
e
s
e
n
.
 

W
a
r
e
n
 
d
i
e
 
N
i
e
r
e
n
 
je 

!
a
n
g
e
r
 
in 

0,85 proz. 
N
a
C
l
-
L
る
S
U
時

bei
3
7
"
C
 
a
u
f
b
e
w
a
h
r
t
,
 
d
e
s
t
o
 
h
o
c
h
g
r
a
d
i
g
e
r
 
gestaltete 

sich 
d
e
r
 
o
b
e
n
 
e
r
w
a
h
n
t
e
 
R
e
f
u
n
d
.
 
(
F
i
g
・
3)
.

4) 
F
u
r
 
d
e
n
 
G
e
h
a
l
t
 
v
o
n
 
k
o
a
g
u
l
i
e
r
b
a
r
e
m
 
E
i
w
e
i
s
s
 
bei 

d
e
n
j
e
n
i
g
e
n
 
Nierensti.icken, 

w
e
l
c
h
e
 
4
8
 
b
z
w
.
 9う

S
t
u
n
c
l
e
n

J
a
n
g
 

bei 
37。

C
in 

0,85 proz. 
N
a
C
l
-
L
o
s
u
n
g
 a

u
f
b
e
w
a
h
r
t
 
w
o
r
c
l
e
n
 
w
a
r
e
n
,
 
g
i
e
b
t
 
T
a
b
.
 
5
 A
u
f
s
c
h
l
u
s
s
:
 

Tab. 
5. 

Kυag11licrl
地
res

Ei1¥・eiss
川

Nie1enstiicke
kur

z
 nach der 

E",ti
rpal

i
＜

瓜
I

22
・9
%
 
I
 20
.4

 %
 

Das
町
li>
e
nach 

48 sliindiger 
八
ufbew

ah
run

~
. 

Dass
乙lb

e
nach

 96 stiindiger 
Aufii

じ
れ・ah

run
g
 

15
・O

%

総
総
~

【
随
榔
】

型車
区

I
 
)
 E;I
同

（
総

－）（~苦言
11 
gr
同）



事
提
唱
新
~

【匝星
術
】

惚
E

I) 
ETI K

 
（
総
耐
縞

l
)
E
!
i
(
)
 

V
e
r
s
u
c
h
 
V
I
.
 

F
e
t
t
 u

n
d
 L
i
p
o
i
d
e
 b
e
i
 d

e
n
 N
i
e
r
e
n
s
t
i
i
c
k
e
n
,
 w
e
l
c
h
e
 teils d

e
r
 S
i
e
d
e
h
i
t
z
e
 (
l
O
O
cC

)
 a
u
s
g
e
s
e
t
z
t
,
 teils l

e
b
e
n
d
 

frisch 
w
e
i
t
e
r
 i

n
 0
,
8
5
 proz. N

a
C
l
-
Lる

s
u
n
g
einerseits d

e
i
 3

7
°C

,
 an
d
e
r
s
e
i
t
s
 b
e
i
 e
i
n
e
r
 T
e
m
p
e
r
a
t
u
r
 

u
n
t
e
r
h
a
l
b
 0

°C. 
w
a
h
r
e
n
d
 e
i
n
e
r
 b
e
s
t
i
m
m
t
e
n
 Z
e
i
t
 a
u
f
b
e
w
a
h
r
t
 w
a
r
d
e
n
 w
a
r
e
n
.
 

B
e
f
u
n
d
:
 

I) 
D
i
巴je

nigen
N
i
e’c

山
tii
ck

e
’
w
c
lch

e
kurz

川
c
h

dcr 
N
e
p
h
r
e
k
t
o
m
!
e
 
d
巴
l
’
Siedehitze

(IOο
。
C
)

f1山
cine

k
u
r
z
巴

Zeit
（り
O

Set
王u
1

e吋
ausgesetzt

w
o
r
d
e
n

川
re
n
,
zeigten 

g
a
r
 
kci1 

E
r
h
凸
h
u

n
 S
t
u
n
d
e
n
 
Jang 

bei 
37。C.

in 
0,85 proz. 

N
a
C
L
-
L
o
s
u
n
g
λuf

b
e
w
a
hrt 

w
o
r
d
e
n
 
waren. 

2) 
Dicjenigen 

Nicrenstiicl
叫

1
問

lche
n
a
c
h
 der 

N
e
p
h
凶

<tornie
sofort 

unter 
o
~
c
.
 
in 

e
i
n
e
m
 T

h
e
r
m
o
刈
λten

a
川
b
e
w
a
h
r
t

w
o
r
d
e
n
 waren, 

e
r
g
a
b
e
n
 
selbsl 

n
a
c
h
 Verlauf v

o
n
 ~

↓
S
tu
n
d
e
n
 
denselb

en
 G
c
l
n
lt 

a
n
 Fett 

uncl 
L:poiclcn 

w
i
e
 
d
ie 

or
ig
in
ζ＜lien 

Testmaterialien 
n
o
c
h
 v

o
r
 der 

Aufl
児
＼
＼
＇
a
h
run

g
.
 

3) 
N
u
r
 d
i
e
j
c
n
i
g
e
n
λ

＂ier 

as
巴
ptisch

konserviert 
＼、，
o
r
d
e
n

waren, 
zcigten 

e
in
e
 b
etr~lc

htl
ic
h
c
 
Z
u
n
a
.
h
m
e
 
v
o
m
 G
e
h
a
l
t
 
a
n
 
F
e
tt

 u
n
d
 
Lipoiden. 

S
c
h
l
u
s
s託

tze.

r) 
In 

d
e
n
 pare11chymarnsen 

Nierenzellen 
w
e
r
d
e
n
 
Fett 

u
n
d
 
Lipoide 

d
a
n
k
 
d
e
r
 
eigentliche 

F
u
n
k
t
i
o
n
 
d
e
r
 
Zellen, 

w
e
l
c
h
e
 
irn 

indi
仔
erenten

M
e
d
i
u
m
 
uberleben, 

a
u
t
o
c
h
t
h
o
n
 
g
ebilclet, 

u
n
d
 
z
w
a
r
 
sehr 

wahrscheinlich 
a
uf 

K
o
ste

n
 eigener 

Eiweissk
o
rper 

der 
Zellen. 

2) 
E
s
 e
x
istiert 

s
o
g
e
n
a
n
n
t
e
 
,, 
fet

lig-e 
D
e
g
e
n
eration "

 i
山
o
fern,

als 
F
e
tt 

u
n
d
 Lipoide 

nicht 
i
m
m
er 

v
o
n
 aussen 

h
er

 
in 

die 
Zellen 

zu 
in

自
ltriere

n
brau

c
h
e
n, 

sonclern cli
ese

lben 
in 

d
e
n
 
absterbenclen 

Zellen 
auf 

K
o
s
t
e
n
 eigener 

Z
e
llb

es
tandteil

c
,
 

die 
eigeotlich 

mit 
F
e
tt 

u
n
d
 L
i
p
o
i
d
e
n
 
nichts 

zu 
tun 

h
a
b
e
o
,
 da
n
k
 cler 

i.iberlebendeo 
Z
ell

funktion 
u

は
igebildet

w
erden. 

3〕
Jn

der 
a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 
P
a
t
h
o
logie m

u
s
s
 somit der V

o
r
g
a
n
g
:
 
,, 
fettige 

D
e
g
e
neration

’
als 

eine feststehende T
a
t
s
a
c
h
e
 



a
n
e
r
k
a
n
n
t
 
w
e
r
d
e
n
.
 

主
要

女
献

1) 
A
s
c
h
o
f
f
,
 
L., 

E
i
n
 
Rei

tr
a
g
 w

r
 l¥l) elinfr•ge. 

V
e
rh

：‘rndl. 
der 

deuls
eh. 

p
a
thol. 

¥;<Se¥lsc
h
.,

 1007, 
X
,
 
'i. 

lliii 

2) 
A
s
c
h
o
f
f
,
 
L., 

Z
u
r
 
'I
［。
'I

》＇＂》
I《｝日

ic
《lcr

lip< 

3) 
B
a
n
g
,
 I., 

lli"chc
r.iic 

rler 
Zelll:r

同
iole.

E
r
g
仁
bn.

<kr 
l'hysi

＜》
1.,

]!107
 ¥'f

，
只
.
131, 

u. 
1¥JO'.J, 

Vlll, 
~；. 

4G:l
目

・l) 
B
l
o
o
r
,
 
.'¥ 

'.fcthccl 
fo
r

 th
e
 <lctcr111in:itim1 

o
f

仏
t
in 

small 
a
m
o
u
n
t
s
 of Ll

oo<l. 
Journ. 

of hi
<>l. 

cl
1e
m
.
、
l¥ll・l,

¥:¥'JI
,

 p.
 :¥7/. 

5) 
B
l
o
o
r
，

討
ludi

＜ぉ
o
n

blo
o
d
 
fat. 

Journ. 
of b:

o
l. 

cl1c:n, 
19JS, 

X
X
/
I
f
,

 p.
 311. 

6) 
C
a
r
r
e
l
,
 
A
.
,
 
>:
enc 

F
o
1t<

cl
1ritte 

in 
<
k
r
 
K
u
lti1・

iernn;:: 
d
ι
r

 (;c11・cl1e
 at:sserhnll1 

d
es 

lirg
川

ismr
s.

r
e
d
.
 
］；、
lil'.

¥¥.oclr
c
m
c
li
r.
,

 1012, 
0'r. 

1
コ

，
'i.

口
；；：~.

I) 
D
i
e
t
r
i
c
h
,
 
A
,
,
 
D
i
e
 
:in 

oscptis:
:h

 :i.11fl
、
例
ahrlcn

Or,_;:u:•:n
川

fl:ct en< le
n

 m
o
r
p
 hol

11~＿；sch
e
n
 
V
e
ra
n<le:・t

；；＇立刊
in

ihre
r

 J;e
,i
ehll

n
江

川
ド

九
u
lo
!)
s
戸

川
、
ch

江
t1<
1l.

d
ヒ
r

《i
じ
日
Is

いh.
Iバ

th
け
1.

C
c
日
Jiscli.,

1001, 
V
I
,
 J吋．

81. 

~
） 

D
i
e
t
r
i
c
h
,
 A
.
,
 
Ucl>cr 

tlcn 
Fettgehalt 

p:¥lhologiscl11
町

、:inderl
er

i'
icr

cn. 
Vcrhan<ll.

《ler
cle

a
t臥

h
・
l
は
tlrol.

(.
c,e

l
b
::l1

,
 H
IO/

,
 X
 九

日
．

刊

行
j

D
i
e
t
r
i
c
h
,
 A

.
,
 
S1

ら
rt

主
en

《k
s

1cllul
五：
en

Fells’l
 ＼、
ccl1s・

、・ls.
Erc;d

』t
der 

oll
日

F
札llho

》1.,
1¥)

0(), 
J
立

1:;
(ll 

！～
ht.) 

s、.
'.l1'l

.
 

．
 

J
O
)

 F
i
s
c
h
l
e
r
,
 F

.
,
 
U
e
b
cr d

en
 Fettgclrαlt

、
o
n
"¥
ie
1c11

i11farcle1
、，

niglr-i
ch

ci11 
E
citrag zur F

r
o
gc

 de
r

 Fell
、Iじ

日
じ
川
口
at

川
1

¥
 1rc

h•川
．討

λ
l
し
LiY,

]\JO~
， 
J:
,I. 

1/0, 
'i. 

l¥1
() 

11) 
F
i
s
c
h
l
e
r
,
 
F
.
,
 
l'el:

cr 
e'

p
c
r
i
m
c
n
t
d
l
 e

口
cu

古
代

i:cl!') ntlrcse 
8
l
l
l
 
i
i
k
:l~J，~rn

len 
(

 
lrf':

凡
ne

t弘、
¥'ir< h

oo11 
S
 A

パ
hi

、，
l¥l

い；；，
i:d

.
 li-!, 

討
:;:
:s
.

 

l
~

） 
F
i
s
c
h
l
e
r
 1i. 

G
r
o
s
s
,
 

l.
'c'.!c

』
d
e
n

l11;tぃ
l•·t:is

d
w
n

]'¥ac、h11
’c;s

1・,,n
氏

ifcn
ti. 

Fe! 1s・iu1c11 
im

 
'l、hicrko:p

cr
u. 

d
ie 

J:c
1i
el1un,;cn 

inlrave
ni:is 

e
in
出

fiil11・te11

S-:ifen1
ne

n
品
en

lllr 
Vcrfct

tu
n
g・

χll:(;kr’s
l¥eitrii;.'.'

≫
 Fcols

c:hr
.

 f.
 Arnor.-1 

(1¥)Ql)
＼，

δ. 
；＼~

Ii. 

ti 
1:
:¥ 

H
e
s
s
 u. 

S
a
x
]
,
 
F
'
p
e
r
i
m
e
nt
e

 o.n
 ~
ul

• ’I）
お
l'fC

I】.j
じ
n

(
 >rgα

t
『・en.

¥
 

1・；心
z、.

ldi
n.

 ¥V
，；コcl:

cns
つh
r
,

lつ
:lC:

,
N
r
.

 l
 l、お

.
-1.
汚

14) 
K
i
k
k
o
j
i’

l'
eil r

汽g
《．

λ
t
r

］ζ
e
n

1.i
)

 K
r
o
n
t
o
w
s
k
i
,
 
Z
n
r
 """' plwio:

日’
e
rler 

]'po・《
len

~
ul吋
川

i1en
au

tol
_1sicrle

：白
u
.
fctti

g
 tl
egc

n
n
i
n
lc
r

 O
r
 f：
川

l<'.
:1ci

ls
に
Irr.

f. 
J；』ぃ

l.
,
1
リ
10,

L
I
V
,

:--. 
41¥J

.
 

l
G
)
 

K
r
o
n
t
o
w
s
k
i
 u. 

P
o
l
e
f
t
,
 

l川
町
＜

1"~
:¥ufLJ

e!en
、川】

llJ
川

d
e
n

Snl>s
t札口

1e
n

in 
d
、11

仁
e11

d
1'1,ul

lure
n

u
.

 Loci 
A
u
t
u
l1柁

tle
r
川

Isl〕rcc
h~i:dc

n
Ce1≫ci>e. 

7
iι

；；
1
引

N

Hcitrogc, 
HIJ 1, 

L
V
!
l
f
,
 
'i. 

-!01. 

1
1）

玄
iilbs,

l'elコer
《1

じn
l》

C・
S
[
l
l
l
O

f. 
1
-
k’l¥、lll

‘：d
e,

1
り
00,

X¥'.Vf, 
~. 

410. 
Z
i1iert 

n
a
c
h
 
l1
ie
l1 
iιh. 

1
8
)

 L
a
m
b
e
r
t
 u. 

H
a
n
e
s
,

 l'e<>
l1
川
htuれい

11
a
n
 
G
e
1
，’tl.iskul

tu
1c" 

i:1 
¥.it

ro. 
l'ilii:;c1 

s
 .¥1chi" 

}¥IJ:;,
 :¥XI, 

メ．
:::u. 

1
リ
J

L
a
n
n
o
y
,
 u

；.，じ
h
e
m
.

Z
叶
＞
lr
<L
lu
lo
tt.

IV, 
S. 

2
2
6
.

 Zitiert 
11;1c

h
 Dietrich

・

2
0)

 L
i
n
d
e
m
a
n
n
,
 
l
¥:
L
c
r

 f"'tlwl•引
け

1c
Fcltliil<lom

g
.

 χ1egler
's

 B
e
il 
r礼

ぷ
，｝：）〔

i¥l
,
'¥.X

V
,

 ~~. 
;;():l 

21) 
v. 

P
e
t
t
e
n
k
o
fer, 

M
.
 
u. 

C. 
V
o
i
t
,
 
l'e

b
cr

【lie
l
＇日
1du

kt
e

<¥er 
]{cマ

ira
tirm

《les
I

 lumlcs 
L
ei 

flcisch
山

li
rllil~：

出
入

＇.
L

id
～
、
い

nalen,
11

川
I
i'l

《
川

川
Ii
.,

Hili~
， 
S. 

;;GJ
.

 

22) 
v. 

P
e
t
t
e
n
k
o
f
e
r
,
 
M
.
 
u. 

C
.
 
V
o
i
t
,
 
l1e

!
ι
d
i
e
 Z

erset
,.ung,fi:>'-'e 

i
m

’l'
loicrl,i¥rpcr 

Lei 
hil

lじ
ru11~

m
i
t
 
l'le

白sch
.
Zcit>chr.

 f. 
i;;,,J.

,
 18
71, 

V
i
I
，ド．

』；
χ
；．

:
q
 
Pfiiiger, 

U
 elier 

di" 
J・：n

tsl
ど
b
u
n
日
《
les

i
、cttes

‘ats
 E
i
w
e
i
"
 
i
m
 h

.o
rpcr 

rler 
’l'l1io:1e 

l’llii:::er
＇汚

A
1cl1

i、，
1
:302, 

l.!
，
お

229.

2.J.) 
Pfiiiger, 

l
¥:1

ι
1
l
i
e

 l:e:.;rii1Hlr
日
1詰

山
r
L
c
h
1e

、
り
n

cler 
E
n
b
l
e
h
u
n;; 

<l
凶

F
ettes

rius 
Li11・,・i出

l'lliige1
's 

.\rch
い
，

1
：：－＞~l/,

J
¥. ¥'Ill, 

~
. 
1/1

>. 

者ま熱唱。
【国語

榊
】

諸
E

11
 

gr .¥-l 
（
総
出
器

ll~-\-1) 



事密偽善事
【匝基

調伊】
車~

!H 

25) 
R
o
s
e
n
f
e
l
d
,
 
Z
u
r
 ~lct

h
u
d
ik 

der 
F
c
u
l

，~s
＇’i川

1mrng.
Z
u
1tralbl. 

f. 
in
n
.
 !¥led

.
 1()0(1, 

N
r
.
 ~~；｝， 

~. 
8;::> 

26) 
R
o
s
e
n
f
e
l
d
,
 
Iler 

P
rocess 

c¥cr 
¥'erlettung

.
 l~erl. 

ldin. 
＼＼＇叫

h
e
n
s
d
n.,

190-t 
Nr. 

2
2
 u
.
 2:;.

 

空
7
l

 R
o
s
e
n
f
e
l
d’

F
e
tt 
I
】ikl

un
日

E
rg
e
lir

clcr 
1
 

'I
 

11
三：ーさ

（
年
産
車
銭

11 
Efi

ゴ
）

2
8
)

 S
h
i
b
a
t
a
,
 
D
o
只
＼
＇
n
h
；、］
i《：n

《Jes
Fettes 

tiピ：
is
《；h

e
r

Or~:t『＇e
］，じ1

九
ntis~

p
tisclwr

A
u
f11
e
w
a
h
r
n
n
::;.

 Hi
u
c
h
e
m
.
χ
c
il,clir., 

!fill. 
'¥
¥:'¥

!, 
S. 

：~21. 
~\l) 

S
o
r
e
n
s
e
n
 ii. 

J
i
i
r
g
e
n
s
e
n
,
 
li
ed

er
 clie 

llit
1
c
k
n
丸
山
.ilalic•n

cler 
P1

o
tc
in
e.

 n
i
o
c
h
c
m
.
 
Zcils

＜、h
r.,

1¥l 11, 
'¥'¥¥: r, 

S. 
J

%
.
 

::O) 
S
p
i
r
o
,
 K., 

l
'c
b
c
r
 di
e
 H
ee
intlt:

同
Illば

《
！
er

E
iw

e
isscoagulatiun 

d
u
r
ch

 stic
ks

lυ
庁
haltigr

お
ubst

川
刊
n.

/.cit
sc
hr. 

f. 
P
h
戸

iol.
1:1"""・ 

19(>(>, 
X
¥
:
X
,
 ~

. 
1
月
．

;;] 
）
上
回
温
良
，
州
憾
！
結
合
反
町
、
ヲ
指
標
ト
セ
ル
此
列
村
抗

原
／
附
究
.
t:号

本
中
央
雑
誌
第
二
十
－
！＆

，
第
二
ー1－.

第
二
十
一

第
三
十

二
波
，
大
医
＿

，..竺
年

：＇f1~月
，
六
月
．

::::i
）

上
回
温
良
，

容
量
（

1'.j刻
l稔

総
合
反
盟
主
検
査
方
法
三
々

．
東

京
溜w

合
雑

誌
第

三
十

八
巻

第
五

放
．

大
正

十
三
年

.＇Jr:
月

．
;}J) 

W
a
l
d
v
o
g
e
l
,
 
1¥ut

nlys
c
 u. 

fettige 
ll
e.;ener:i

ti
o
n. 

V
i
r
d
H
心

A
r
c
h
i1",

1907, 
J:<l. 

1
7
7
，
日
.

1. 

:l-l）
可
T
a
l
d
v
o
g
e
l
u. 

T
i
n
t
e
m
a
n
n
,
 
Z
u
r
 C

h
e
m
ie 

d
e.s

 Jee
＜
》ri

r日
.
Zeitschr.

 f. 
Physi0l. 

C
h
e
m
:
,
 1906, 

X
l
入
・lT, 

S. 
1~\l. 

35) 
W
e
l
l
m
a
n
n
,
 c., 

E
,
pe;・

illl
cntcllc 

U
n
t
e
rsuchttn

g
cn 

uber 
F
ettsyntlHSC 

in 
star］、

、c
‘:tndcrten,

in
sl
,cs

＇，】
r.

1907, IM. 
1
8
9
,
 ~. 

28'.l. 

:16
)

 W
e
n
t
s
c
h
e
r
,
 
h
:pc in1e

nt
d
le 

日
tudi

e
n

iilter
 <las 

Eigcnl
ぞれ

e
n

m
e
nschli

じh
e
r

E
p
i
d
e
rmis

沈
ll
en

a
usser

hal!J 
clcs 

O
r
g
乱
ni
snms.

Zic::;ler’s
 rei

tr目
立
町

1
日
08,

X
X
l
V
,
 

s. 
101. 


